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勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

Ⅰ 基本方針
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勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

はじめに

勝連城跡は世界遺産「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の⼀つとして、琉球王国の歴史や⽂化を伝える⼤切な遺産である。平成12年の世界遺産登録以降、増加傾向にある来訪者や市⺠に
向けて、勝連城跡の世界遺産としての価値を護りながら魅力を伝えるとともに、その歴史的、⽂化的価値を活かした地域活性化を図るため、拠点となる施設として整備を行う。

本事業は、基本構想・計画の基本理念である「勝連城跡の価値と魅力を高め、来訪と交流を創出・促進する地域活性化拠点」を踏襲し、基本計画の与条件および検討事項の検証を行い、拠点
となる勝連城跡周辺⽂化観光施設の基本設計をとりまとめる。

1 基本方針

「勝連城跡周辺⽂化観光施設基本計画」（平成29年3月）において以下の基本方針が示された。

歴史を感じる空間づくり 自然を楽しむ空間づくり 交流を生み出す空間づくり

基本方針を踏まえ、基本設計において「4つの基本的な考え方」を定める。

① 勝連城跡の価値を発見・確認し、その魅力を発信する。また人材育成、地域ブランドの創出、市全体の観光振興につながる施設の提案

② 世界遺産である勝連城跡の魅力・風景を楽しみながら、歴史的背景を知り、うるま市の⽂化に理解を深め、ゆっくり過ごせる施設の提案

③ 勝連城跡から、ももと池までの緑地の連続性や風景を分断する事なく、緩やかにつなげ自然と⼀体となった施設の提案

④ 周辺の事業者や施設と連携し、うるま市ならではの「楽しみ」の体験を共有し、交流を生み出す施設の提案

また基本設計上の配慮事項として「5つの配慮事項」を定める。

① ゾーニング・動線 勝連城跡までのスムーズな移動を心掛け、かつ施設をゆっくり十分に楽しむことのできる動線計画とする。また管理動線、車両動線に配慮し
安全かつ合理的な動線計画とする。さらに1〜3期⼯事を踏まえたゾーニング分けを行い、⼯事の進捗に対応できる動線計画とする。

② ユニバーサルデザイン 高低差のある敷地の施設を緩やかな勾配でつなぎ段差を設けない計画を行う。またわかりやすいサイン計画や休憩所・トイレスペースを
各所に設置し、だれもが使いやすい計画とする。

③ フレキシビリティ 将来的な可変性または利⽤計画を検討することで⻑く親しまれ様々な利⽤が可能な計画とする。

④ コスト・耐久性・維持管理 コストバランスに配慮しながら高寿命の構造躯体・仕上げ材の選定を行う。また更新・改修のしやすい計画とする。

⑤ 緑化・緑のつながりの修景 勝連城跡から連なる緑地を分断しないよう敷地を修景する。また開花時期の検討や植生に配慮し、シーンに合わせた植栽を行い来訪者を
楽しませる緑化計画とする。
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勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

2 敷地概要

本敷地は勝連城跡と､ももと池の間に位置し県道16号線（対面片側1車線）に接道している。敷地は
概ね南北に傾斜しており高低差は約4ｍである。南側には既存休憩施設があり、北側に擁壁を介して
県営団地がある以外、隣地に住宅等はなく、畑と緑地である。
本敷地は世界遺産に寄り添うため計画にあたり条例および景観には特段の配慮が必要である。また
敷地内の変電所解体移設（平成32年度解体移設予定）等、諸条件により平成30年度1期⼯事、平成
31年度2期⼯事、平成33年度（3期⼯事）を予定している。

県道16号線

変電所

既存施設

ももと池

勝連城跡

畑

ももと池

既存施設

勝連城

計画敷地を示す

計画敷地畑

勝連城跡

ももと池

変電所

視点１

視点２

計画敷地

視点２

視点１

3期工事

2期工事

畑

2期工事
3期工事

県営団地

1期工事

1期工事

低

高
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勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

3 計画概要

■ 建設地  うるま市勝連南風原地内 ■ ⽤途地域 ⽤途地域の指定のない地域 特定⽤途制限地域（勝連城跡周辺環境保全地区） 景観地区（勝連城跡環境保全ゾーン）
■ 敷地面積 約30,482.800㎡

■ ⽤途区分 ⽂化施設（平成21年度国土交通省告示第15号 別添二 第12号 第2類）
展示棟 建築⽤途区分番号08150（博物館その他これらに類するもの） 消防法⒃項ロ(複合建築物：博物館8項・事務所15項）

■ 建築物 建築⽤途区分番号08551（集会所） ※展示棟と事務・収蔵棟を1の建築物とする。
展示棟（特殊建築物 耐火等：その他） 事務棟 建築⽤途区分番号08470（事務所）

主要構造 鉄筋コンクリート造、鉄骨造 観光ターミナル棟 建築⽤途区分番号08990（その他）
床面積 ㎡ 商業施設（平成21年度国土交通省告示第15号 別添二 第5号 第1類）
建築面積 ㎡ 飲食棟 建築⽤途区分番号08450（飲食店） 消防法(3)項ロ

観光ターミナル棟（特殊建築物 耐火等：その他） 物販棟 建築⽤途区分番号08440（物品販売業を営む店舗） 消防法(4)項
主要構造 鉄筋コンクリート造
床面積 ㎡ ■ 関連法規
建築面積 ㎡

飲食棟（特殊建築物 耐火等：その他）
主要構造 鉄骨造
床面積 ㎡
建築面積 ㎡

物販棟（特殊建築物 耐火等：その他）
主要構造 鉄骨造
床面積 ㎡
建築面積 ㎡

事務棟（特殊建築物 耐火等：その他）
主要構造 鉄筋コンクリート造
床面積 ㎡
建築面積 ㎡

回廊（特殊建築物 耐火等：その他）
主要構造 鉄骨造
床面積 該当なし
建築面積 ㎡

延べ床面積 ㎡
建築面積 ㎡

容積率 ％ （法定100％)
建ぺい率 ％ （法定60％）

■ 前面道路 県道16号線 （幅員12ｍ）

1,804.69
1,429.08

188.13
188.13

415.90
474.21

244.18
245.50

480.16
498.74

11.33

619.42

3,133.06
3,455.08

10.28

NO 建築基準法 内 容 検 討 備 考/概 要
1 道路斜線 ○ 勾配1.25 距離20ｍ
2 隣地斜線 ○ 勾配1.25 高さ20ｍ
3 北側斜線 − 該当なし
4 日影斜線 − 該当なし
5 防火地域 − 該当なし
6 面積区画 − 1500㎡以下
7 高層区画 − 該当なし
8 竪穴区画 − 該当なし
9 異種⽤途区画 ○ 展示棟／事務棟

10 歩行距離 ○ 40+10M以下
11 2以上の直通階段 − 該当なし
12 (特別)避難階段 − 該当なし
13 階段幅 − 該当なし

14 廊下幅 ○
両側居室W1600
その他W1200

15 排煙設備 ○ 500㎡を超えるもの
16 非常⽤進入口 − 該当なし

17 非常⽤照明 ○ 1000㎡以上
無開口居室

18 非常⽤EV − 該当なし
19 内装制限 ○ 準不燃以上
21 無窓居室 ○ 床面積×1/50以下
22 火気使⽤室 ○ 準不燃以上
23 (特別)避難階段 − 該当なし
24 緩和規定 ○ 実施設計にて検討

高さ関係規定

防火関係規定

避難関係規定

内装関係規定

NO 消防法 内 容 検 討 備 考/概 要
1 無窓階 有効開口 ○ 床面積×1/30以下
2 消火器具 ○ 300㎡以上

3 屋内消火設備 ○
700㎡（事務所：

1000㎡）以上
不活性ガス消化設備 ○ 保管庫

4 非常警報設備 ○ 収容人員≧50
5 自動火災報知設備 ○ 1000㎡以上
6 避難器具 − 該当なし
7 避難口誘導灯 ○ 地階、無窓階
8 通路誘導灯 ○ 地階、無窓階
9 排煙設備 有効開口 − 該当なし

10 消防⽤水 − 該当なし
11 連結散水設備 ○ 消防協議
12 連結送水管 ○ 消防協議

警報設備

避難設備

消火活動設備

消火設備

その他関係法令 内 容 検 討 備 考/概 要
駐車場法 換気設備 − 床面積×1/10以上

都市計画法 開発許可 ○ 3000㎡以上
省エネ法 エネルギー使⽤合理化 ○ 300,2000㎡以上

バリアフリー法 公共福祉の増進 ○ 特別特定建築物
土壌汚染防止法 土壌汚染対策 ○ 3000㎡以上

福祉のまちづくり条例 公共福祉の増進 ○ 該当箇所
赤土等流出防止条例 土壌汚染対策 ○ 1000㎡以上
電波障害防止要綱 電波障害防止 ○ 10M以上

うるま市景観地区条例 景観保護 ○ 景観地区
⽂化財保護条例 ⽂化財保護 ○ 条例全般
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勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

Ⅱ 建築基本計画

久友設計㈱・㈱池根設計・㈱うるま設備設計　共同企業体



勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

関係者ヒアリングや与条件の検討
の結果、基本計画の決定に至って
いる。

１ 基本計画

基本計画
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勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

■ Ａ案〜Ｆ案について評価を⾏い、評価の⾼いＤ案を基本計画案として採⽤した。

利⽤者 ◎ 〇 × 〇 ◎ 〇

管理者 ◎ ◎ △ ◎ ◎ ◎

△ △ ◎ ◎ △ △

× △ 〇 ◎ ◎ △

△ △ × × △ △

利⽤者 △ 〇 △ 〇 ◎ △

管理者 ◎ △ △ △ × 〇

利⽤者 △ 〇 △ ◎ △ 〇

管理者 〇 × △ ◎ 〇 〇

◎ △ 〇 〇 〇 △

△ △ ◎ ◎ △ 〇

◎ △ 〇 ◎ △ △

利⽤者 〇 〇 〇 〇 △ △

管理者 × 〇 〇 △ 〇 △

総  評

歴
史
文
化
施
設

物
産
観
光
施
設

動線

周辺環境との調和

イベントスペースと
の関係性

勝連城跡・ももと池
との関係性

利便性

周辺環境との調和

イベントスペースと
の関係性

動線

勝連城跡・ももと池
との関係性

利便性

来客駐車場と近接。エントランス
ホールがわかりやすい

管理駐車場が確保してある。来客
動線と明確に分離してある。

B 案

19
来客駐車場と近接。エントランス
ホールも比較的わかりやすい。

管理駐車場が確保してある。来客
動線と明確に分離してある。

小規模分棟なので管理負担は大き
い。

常設・企画展示が一体的なので個
別利⽤がしにくい。

バックヤードがあり、管理動線が
明確に分離している。

2階建てなので建築面積は小さくな
るが⾼さの圧迫感が出る。

周回道路で分けられ、ホールとも
近接していない。

ホールより、ももと池は望める。

エントランスホールを通るが施設
への経路はわかりやすい。入口広
場への経路がわかりにくい。
周回道路にて各建物に車両アクセ
スできる。

分棟型で緑のつながりが保てる

建物が点在するのでまとまったス
ペースがとりにくく、視認性も良
くない。
分棟しているので視線が抜け景観
が楽しめる。勝連城跡からの景観
も良い。
散策的に楽しめ自由度が⾼いが、
小規模分棟のためわかりにくく、
バリヤフリー性に劣る。

A 案

23

各建物に車両アクセスが出来な
い。

建物がまとまることで緑のつなが
りが分断される。

イベントスペースは広くとれる
が、建物により分断されている。

建物により視線が分断される。勝
連城跡からの景観も良くない。

建物がまとまるのでわかりやす
い。

建物がまとまるので管理負担は比
較的小さい。

2階建てなので建築面積は小さくな
るが⾼さの圧迫感が出る。

ホールがイベントスペースに近接
している。

ホールより、ももと池は望める。

常設・企画展示が分かれているの
で個別利⽤がしやすい

バックヤードがあるが利⽤者と動
線が交錯する。

デッキがつながることで施設への
動線がわかりやすい。入口広場へ
の経路はわかりやすい。

イベントスペースを囲むように建
物が配置される。

各建物、イベントスペースからの
視認性は良い。勝連城跡からの景
観も良い
建物がまとまるのでわかりやす
い。

建物がまとまるので管理負担は比
較的小さい。

施設に至る動線がわかりにくい。
入口広場への経路はわかりやす
い。
搬入駐車場は近接するが、各建物
に車両アクセスが出来ない。

建物がある程度まとまるが、まと
まった緑地が出来るので緑のつな
がりは保てる。

D 案

31
来客駐車場から比較的遠くなる
が、エントランスホールはわかり
やすい。
管理駐車場が確保してある。来客
動線と明確に分離してある。

分棟型なので緑のつながりが保
て、2階建てだが⾼さの圧迫感も
軽減できる。
ホールを介してつながる。

景観は望めない。

個別利⽤は出来るが分棟型なので
わかりにくい。バリヤフリー性に
劣る。
保管庫との関係性は良いが分棟な
ので管理負担は比較的大きくな
る。

C 案

21
来客駐車場は比較的遠くなり、エ
ントランスホールがわかりにく
い。
管理駐車場が遠い。来客動線と明
確に分離している。

分棟型なので緑のつながりが保
て、2階建てだが⾼さの圧迫感も
軽減できる。
エントランスゲートを介してつな
がる。

直線的だが歴史文化施設を通るの
でわかりにくい。入口広場への経
路もわかりにくい。
各建物に車両アクセスが可能であ
る。

建物がまとまるが建築面積が小さ
くなるので緑のつながりは保て
る。
イベントスペースの面積は広くと
れるが建物により分断されてい
る。

イベントスペースを囲むように建
物が配置される。

各建物、イベントスペースからの
視認性は良い。勝連城跡からの景
観も良い
建物がまとまるのでわかりやす
い。

建物が分棟され直線的につながる
ので管理負担は比較的大きい。

24
来客駐車場から近くエントランス
ホールもわかりやすい。

管理駐車場が確保してある。来客
動線と明確に分離してある。

2階建てなので建築面積は小さく
なるが⾼さの圧迫感が出る。

ホール、多目的スペースを介して
つながる。

ホールより、ももと池は望める。景観は望めない。

分棟型だがホールはつながり個別
利⽤もできる。

保管庫との関係性は良いが分棟な
ので管理負担は比較的大きくな
る。
施設に至る動線はわかりやすい。
入口広場への経路もわかりやす
い。
搬入駐車場は近接し、各建物に車
両アクセスが可能である。

建物がある程度まとまるが分棟
し、まとまった緑地が出来るので
緑のつながりは保てる。

テラスを介してイベントスペース
同士がつながる。大きく分棟する
ので比較的視認性は良い。
各建物、イベントスペースからの
視認性は良い。屋根はつながるの
で勝連城跡からの景観は良くな
建物同士が比較的離れている。

建物同士が比較的離れているので
管理負担は比較的大きい。

◎を3点 〇を2点 △を1点 ×を0点として加算し総評とする。

ホールより、ももと池は望める。

個別利⽤ができるが配置がわかり
にくい。

バックヤードがあり、管理動線が
明確に分離しているが常設展示ま
での距離が⻑い。
エントランスホールを通るが施設
への経路はわかりやすい。入口広
場への経路がわかりやすい。
各建物に車両アクセスが可能であ
る。

大きく分棟するので緑のつながり
はある程度保てる。

各建物からの視認性は良くない。
勝連城跡からの景観は単調であ
る。
建物がまとまるが建物同士の視認
性は良くない。

建物がまとまるので管理負担は比
較的小さい。

E 案 F 案

21
来客駐車場から比較的遠くなる
が、エントランスホールはわかり
やすい。
管理駐車場が確保してある。来客
動線と明確に分離してある。

2階建てなので建築面積は小さく
なるが⾼さの圧迫感が出る。

回廊を介してつながる。

ホールを中心に個別利⽤ができ配
置もわかりやすい。

バックヤードがあるが利⽤者と動
線が交錯する。企画展示室まで距
離が⻑い。
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V

【Ａ 案】
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【B 案】
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【Ｃ 案 】
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C 案
【Ｄ 案 】
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C 案
【Ｅ 案 】
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【Ｆ 案 】
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■ 基本計画案として選定されたD案について、Ｄ１～3案を作成、評価を行った。

Ｄ－2案およびＤ－３案が同点となっているが、歴史文化施設においてはＤ－３案が評価が高く、物産観光施設においてはＤ－２案が評価が高い。

よって歴史文化施設においてはＤ－３案を採用し、物産観光施設においてはＤ－３案を採用した。

利⽤者 ◎ ◎ 〇 〇

管理者 〇 △ 〇 〇

〇 〇 〇 ◎

◎ △ 〇 ◎

△ △ △ 〇

利⽤者 〇 〇 〇 〇

管理者 △ △ 〇 ◎

利⽤者 〇 〇 ◎ ◎

管理者 〇 〇 ◎ 〇

◎ ◎ ◎ 〇

〇 〇 〇 〇

◎ ◎ 〇 △

利⽤者 〇 〇 ◎ 〇

管理者 △ △ △ 〇

合計 10 13 1714

展示動線は明確だがミニシアターと離れる。

施設および入口広場に至る動線がわかりやす
い。

搬入駐車場から⾏う。各建物に車両アクセス
できない。

15 15 17

施設および入口広場に至る動線がわかりやす
い。

施設および入口広場に至る動線がわかりやす
い。回廊を回すことで経路が明確になる。

施設および入口広場に至る動線がわかりやす
い。デッキをつなげる事で経路が明確にな
る。

物
産
観
光
施
設

動線

周辺環境との調和

イベントスペースと
の関係性

イベントスペースを囲むように建物が配置さ
れる。広いスペースが取れる。

イベントスペースを囲むように建物が配置さ
れる。広いスペースが取れる。

イベントスペースにはさまれるように建物が
配置される。同面積の二つのイベントスペー
スが取れる。

ある程度まとめているので管理負担は比較的
小さい。

13合計

総  評 25 30 30

Ｄ-１ 案 Ｄ-２ 案 Ｄ-３ 案D 案

29

管理駐車場が確保してある。隣接する来客駐
車場と入口は共有する。動線が重なる。

管理駐車場が確保してある。来客動線と明確
に分離してある。

管理駐車場が確保してある。来客動線と明確
に分離してある。

勝連城跡・ももと池
との関係性

ホールより、景観はのぞめない。

来客駐車場と近接させている。2方向のエン
トランスが出来る

管理駐車場が確保してある。来客動線と明確
に分離してある。

2階建てなので建築面積は小さくなる。2階建
ての圧迫感を3分棟することで和らげる。

ホールと全ての室がイベントスペースに接し
ている。

ホールより、景観はのぞめない。 ホールより、景観はのぞめない。 分棟した施設の間から、ももと池の景観は望
める。

歴
史
文
化
施
設

動線

来客駐車場と近接させている。2方向のエン
トランスが出来る

来客駐車場はないが徒歩で２方向のエントラ
ンスが出来る。

来客駐車場はないが徒歩で２方向のエントラ
ンスが出来る。

周辺環境との調和
2階建てなので建築面積は小さくなる。2階建
ての圧迫感を3分棟することで和らげる。

2階建てなので建築面積は小さくなる。2階建
ての圧迫感を緑地スペースを設けることで和
らげる

2階建てなので建築面積は小さくなる。2階建
ての圧迫感を緑地スペースを設けることで和
らげる

常設・企画展示・シアタースペースが分かれ
ているので個別利⽤がしやすい

利便性

常設・企画展示・シアタースペースが分かれ
ているので個別利⽤がしやすい

常設・企画展示・シアタースペースが分かれ
ているので個別利⽤がしやすい

常設・企画展示・シアタースペースが分かれ
ているので個別利⽤がしやすい

イベントスペースと
の関係性

ホールのみイベントスペースに接している。 ホールと展示室がイベントスペースに近接し
ている。

ホールと展示室まわりのラウンジがイベント
スペースに近接している。

展示動線は明確だがミニシアターと離れる。 展示動線が明確でバックヤードも確保してあ
る。利⽤者動線と重なる部分がある。

展示室上部に室がないので展示空間が広くと
れる。バックヤードが確保してあり展示動線
が明確。

分棟型で緑のつながりが保てる

イベントスペースを囲むように建物が配置さ
れる。広いスペースが取れる。

搬入駐車場から⾏う。各建物に車両アクセス
できない。

搬入駐車場はない。各建物に車両アクセスで
きる。

搬入駐車場から⾏う。各建物に車両アクセス
できない。

分棟型で緑のつながりが保てる 分棟型で緑のつながりが保てる ある程度施設は連続させるが緑のつながりが
保てる

◎を3点 〇を2点 △を1点 として加算し総評とする。

利便性

散策的に楽しめ自由度が⾼いが、バリヤフ
リー性に劣る。休憩スペースとして東屋をつ
くる。

散策的に楽しめ自由度が⾼いが、回廊を回す
ことでバリヤフリー性を⾼める。休憩スペー
スとして東屋をつくる。

デッキをを回すことでバリヤフリー性を⾼め
る。デッキがベンチとなり休憩スペースな
る。

分棟なので管理負担は大きい。 分棟なので管理負担は大きい。

勝連城跡・ももと池
との関係性

分棟しているので視線が抜け景観が楽しめ
る。勝連城跡からの景観も良い。

分棟しているので視線が抜け景観が楽しめ
る。向きを変えることで変化をつけ、勝連城
跡からの景観も良い。回廊が加わる。

各建物、イベントスペースからの視認性は良
い。屋根が連続するので勝連城跡からの景観
は劣る。

分棟しているので視線が抜け景観が楽しめ
る。勝連城跡からの景観も良い。

散策的に楽しめ自由度が⾼いが、バリヤフ
リー性に劣る。休憩スペースとして東屋をつ
くる。
分棟なので管理負担は大きい。
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【Ｄ−１ 案 】
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【Ｄ−２ 案 】
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【Ｄ−３ 案 】
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2 配置計画

■ 全体配置計画
本計画は展示棟、観光ターミナル棟（トイレ含む）、飲食棟、物販棟、事務棟（保管庫含む）の5棟および回廊により構成される。
来訪者の動線を、駐⾞場〜観光ターミナル棟〜展示棟〜【勝連城跡】〜物販棟〜飲食棟〜駐⾞場、と想定し各棟を配置した。
各建物は眺望や視認性を確保し、かつ勝連城跡からの景観に配慮し「緑のつながり」が途切れることのないように互いにずらして
配置計画している。各棟は駐⾞場から勝連城跡入口広場につながる回廊で結ばれ、日差しの強い時期や雨天時も快適に利用できる
よう配慮した。また、来訪者駐⾞場が北側にあるため管理駐⾞場は県道沿いに配置し動線交錯を避ける配置計画としている。

■ 展示棟
エントランス〜正⾯入口に⾄る来訪者の動線上
最初に視認でき、勝連城跡に関する学びの場と
して入場しやすい配置計画としている。

■ 観光ターミナル棟
勝連城跡ガイドのターミナルである本施設は
レンタサイクルやうるま市全体の観光案内も
兼ねるため広場から視認しやすい配置計画と
している。

■ 飲食棟
勝連城跡・ももと池、両方の景観を十分に
楽しめ、屋外スペースやイベントスペース
と隣接する事で将来的な幅広い活用が期待
できる配置計画としている。

■ 物販棟
物販購入は勝連城跡見学の後になる想定から
勝連城跡入口広場から視認しやすく、かつ
管理用倉庫も兼ねるため管理駐⾞場に近い
配置計画とした。

■ 事務棟
管理動線に配慮し管理駐⾞場に近接させ、
展示棟と保管庫を渡り廊下で結ぶ事で展示
計画が容易に行える配置計画としている。
展示棟と分棟し、植栽を施す事で勝連城跡
からの景観に配慮している。

ももと池

駐⾞場 観光ターミナル棟

回廊

屋外スペース池

イベントスペース

管理駐⾞場

勝連城跡
入口広場

エントランス

飲食棟

展示棟

事務棟

物販棟

広場

県道16号

久友設計㈱・㈱池根設計・㈱うるま設備設計　共同企業体  16



勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

3 動線計画

■ 来訪者の主動線は回廊に沿って北側駐⾞場から展示棟を通過し、南側勝連城跡入口広場へ向かう動線とする。動線上に各建物を配置し、来訪者の
利便性に配慮しながら、勝連城跡の景観や、ももと池周辺の自然を堪能できるよう計画している。来訪者動線は3％の緩やかな勾配で勝連城へと誘う。
また、県道16号から観光ターミナルへ⾄る遊歩道には点字ブロックを敷設する。

来訪者動線
点字ブロック

管理動線

⾞両動線（来訪者）

⾞両動線（管理者）

展示物動線

※駐⾞場を除く敷地内の⾞両
 通過は臨時・緊急時とする

眺望・景観

ももと池
来訪者駐⾞場

観光ターミナル棟

屋外スペース

イベントスペース

管理駐⾞場

勝連城跡
入口広場

飲食棟

展示棟

事務棟

物販棟

広場

県道16号線

トイレ

バス停

屋外倉庫

エントランス

⾞寄せ

久友設計㈱・㈱池根設計・㈱うるま設備設計　共同企業体  17



勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

4 各棟平⾯計画（展示棟）

■ 駐⾞場や観光ターミナル棟から緩やかに続く回廊から、自然にアプローチできるような観覧動線をもつ。回廊とエントランスホールに囲まれた中庭広場を感じながら、展示室へと誘う。
展示棟は展示観覧を経て、勝連城跡観光に向かう入口としての役割を担う。また展示室を構成するRC造の壁は大空間を必要とする展示室としての機能と展示棟の構造体としての機能
を満たす。さらに展示棟を構成する各室は管理・展示動線を確保するためバックヤードで連結されている。

■ １ 階
① ホール

風除室を経由して緩やかなスロープで展示空間へ繋ぐ。ガラスファサードが回廊
と共に囲む中庭広場の緑を取り込む。各所に休憩用ベンチ、ショップやロッカー
傘立てなどを配置する。床仕上げは県産品を使ったコンクリート研ぎ出し仕上げ
とし地域イメージの創出をおこなう。またホールからシアターホールとは連続した
空間を形成している。

② 常設展示室
エントランスホールから見通しの良い場所に発券ブースとモギリスペースを設け
床はエントランスホールからバリアフリーでアクセスできる計画とする。展示室
の中心部分は展示計画に沿った吹抜となり、ダイナミックな演出を可能とする。
吹抜け周囲は音響・照明・空調をコントロールする空間として利用する計画である。

③ 企画展示室
常設展示室と共有するモギリスペースから入ることができ、常設展示室からの
スムーズな動線および少人数管理が可能な配置とした。
壁⾯には湿度管理が可能なガラスケースを一⾯に設ける。ガラスケースは室内
から展示替えを行なう計画とする。床は様々な展示に対応した仕上げとする。

④ シアターホール
隣接するイベントスペースと一体的利用が可能なシアターホールは客席部分を
ひな壇とし催事鑑賞に対応しながら、多目的スペースとしても活用していく。
ステージ後方より事務棟との管理通路となるバックヤードを計画し、出演者
控室とのスムーズな動線を確保する。

➄ エントランス
視認性の良い場所に計画し駐⾞場〜展示棟〜勝連城跡と来訪者のスムーズな動線を
形成するため南北にエントランスを設ける。

■ ２ 階
展示棟空調室外機や受電キュービクル、受水槽などは2階に配置し露出を抑え景観に
配慮した計画とする。水系の設備機器は展示室上部には配置せずトイレや倉庫の上部
に配置し、展示空間に漏水が無いよう計画した。また設備配管を短く計画することで
効率向上と予算に配慮した計画とする。

【検討事項】・ ホールの機能の整理。合理的および経済的な柱配置の検討。
・ 日射負荷低減のためにスクリーン、ガラスの性能・仕様の検討。
・ シアターホールの多目的路用方法の確認

①ホール

③企画
展示室

イベント
スペース

倉庫

保管庫 控室
バックヤード

④シアター
ホール

②常設展示室

中庭広場

➄エントランス

トイレ

発券・モギリ

➄エントランス

スロープ

展示動線
出演者動線

管理者動線

倉庫
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勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

4 各棟平⾯計画（観光ターミナル棟）

観光ターミナル棟は来訪者駐⾞場に近接した場所に計画し、トイレエリアと観光ターミナルエリアに分かれる。トイレ動線と観光ターミナルへの動線を分け混雑を解消するとともに
トイレについては多様な機能を有し室内環境に配慮した計画とする。観光ターミナルエリアにおいても利用者・管理者の利便性や視認性に配慮した計画としている。

■ トイレエリア

男子トイレ、女子トイレ、多目的トイレ、キッズトイレ、授乳室より構成され多様化する様々なニーズに
対応できるよう計画する。また各室内に適切に鏡、手摺、ベビーベッドなど設置していく。
① 来訪者駐⾞場よりアクセスの便利な配置とし通路をつくることにより反対側の園路からもアクセスできる。
② 正⾯入口にも近接するため景観に配慮し通路よりエントリーする計画としている。（※サインで明示する）
③ トイレ内は光庭を設け通風・採光を促し、植栽することで心地よい空間を計画する。
④ 多目的トイレは通路より直接出入りできるように計画している。
⑤ キッズトイレは入口周辺の混雑を避けるため前室より出入りする計画としている。
⑥ 授乳室はプライバシーに配慮し、女子トイレ前室からの出入りとし光庭に向けて開口を計画としている。

検討事項： 授乳室・キッズトイレの設置について
光庭における植栽計画

■ 観光ターミナルエリア

勝連城跡のガイド案内所、レンタサイクルステーションおよびうるま市全域の観光案内ターミナルとなる
ため駐⾞場や敷地内の施設から視認性の良い場所に計画している。
① 来訪者への情報発信や観光案内、ガイド斡旋の場となり活動の様子や賑わいが周囲から視認できるよう

壁⾯は主にガラスで構成している。
カウンターやテーブル棚は可動式とすることで将来的な可変性に対応する計画としている。

② 可動式の棚で空間をつくりスタッフルーム（ガイド控え）としている。簡易キッチンやトイレ倉庫を
備え管理者の利便性にも配慮した計画とする。

③ レンタサイクルステーションは2段ラックを備え、15台ほど収納可能な計画としている。

【検討事項】・ 観光ターミナルスペースの利用方法。
・ レンタサイクルの台数の検討。
・ 日射負荷低減のためにスクリーン、ガラスの性能・仕様の検討。

①駐⾞場より

広場より

園路より

男子トイレ

④多目的トイレ⑤キッズトイレ

女子トイレ
⑥授乳室

③レンタサイクル

①受付・案内・情報

②スタッフルーム

③光庭

③光庭③光庭

トイレ

倉庫

倉庫
②通路

前室

前室

キッチン

ディスプレイ
スペース

トイレエリア

観光ターミナル
エリア
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勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

4 各棟平⾯計画（事務棟）

事務棟は通路で展示棟と接続する。展示保管エリアと事務エリアは明確に区分しつつ動線（廊下）を共有することで管理者の利便性を考慮した計画としている。
また県道沿い、駐⾞場へ⾄るエントランスアプローチ沿いは緩衝緑地帯を設け景観に配慮した計画している

■ 展示保管エリア
① 一時保管庫と保管庫は前室でつなぐ計画とする。保管庫は全体を2重壁で囲い壁内換気および庫内空調で資料を保護する計画としている。

また、保管庫は耐火構造とし、電子ロックをかけることで安全性を確保していく計画としている。
② ⻄⾯は花ブロックでダブルスキンとすることで躯体の熱負荷を低減すると共にエントランスアプローチの景観に配慮している。
③ 荷解きスペースを設け展示品の搬入・搬出の利便性を図る。また機械室に⾯しているため設備機器のメンテナンスの利便性も兼ねる計画としている。

梱包廃材など一時的に保管する一時ゴミ置きも併設する。

■ 事務エリア
① 事務室は会議スペースと一体利用する事

で省スペース化を図る。また中庭に向け
開口部を設け利用者の作業環境に配慮した
計画としている。

② 応接室は事務室と隣接する事で管理者
の利便性を考慮しつつ、廊下を介する
事でプライバシーにも配慮した。

③ 入口は管理駐⾞場からの視認しやすい
位置とし、直接室内が見えないよう
計画した。

④ 水回りは配置をまとめて計画しピットを
設けることでメンテナンスに配慮した計画
としている。また楽屋に近接させる事で
利用者の利便性にも考慮した。

⑤ 楽屋は展示棟での出演者の休憩、更衣、
練習に利用するスペースとし、洗⾯や鏡
仕切りカーテンなど計画している。

⑥ ゴミ置き場が収集時の利便性と景観に配慮
した配置としている。屋根付きとし鳥害に
配慮する。

【検討事項】・ 管理者人数に合わせた事務室レイアウトおよび棚・ロッカー・ソファなど備品の確認。
・ 展示品に合わせた保管庫レベルの確認。

②応接室

④トイレ・更衣室

③荷解
機械室

①一時保管庫

①保管庫 ①事務室
⑤楽屋

転回スペース

⑥ゴミ

中 庭

緩衝緑地帯

緩衝緑地帯

展示保管エリア

③事務棟入口

トラックヤード

給湯

会議スペース
通
路

前室

倉庫

事務エリア

②花ブロック

2重壁

一時ゴミ置き

廊下

通
路

廊
下

展示動線

出演者動線

管理者動線

エントランス
アプローチ

シアターホール
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勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

4 各棟平⾯計画（飲食棟）

■ 勝連城跡・ももと池の両方を眺望でき、回廊・園路・屋外スペース、イベントスペースなど直接アクセス可能な配置としている。来訪者・管理者動線を考慮した計画としながら
多目的利用を踏まえた計画としている。

① 飲食スペースは、ガラス張りとし、周辺の景色を愉しみながら過ごせるように計画している。また勝連城跡に向かって開かれた片流れの勾配屋根とする事で、すべての座席から勝連城跡
を眺めることが出来るように計画している。

② 多目的スペースは地元団体によるエイサーなどの催し物などが行え、食事をしながら演舞を愉しめるよう計画している。また修学旅行などの団体客が訪れた場合の席数確保に対応するなど
多目的に活用できる空間としている。

③ 半屋外空間である屋根付き広場は屋外休憩スペースと一体的に、軽食をとりながらの休憩スペースとして利用できる。さらに飲食スペースの開口部を開放することで屋内外一体的な利用が
可能となっている。また、物産品のイベント活用や、MICEなど団体利用時の飲食スペース拡張が可変的に行えるよう計画している。

④ 池側のテラスは園路と高低差があるため、安全
対策も兼ねたカウンターを設け、ももと池の自然
を間近で感じながら食事を愉しむ事ができる。

⑤ ⻄側は機械設備スペースを設け、花ブロックなど
のダブルスキンで覆う事で、景観に配慮しながら
⻄日を遮り、熱負荷を抑える計画としている。

⑥ 利便性を考慮し搬入用駐⾞場に隣接させた倉庫に
団体利用時のテーブル、椅子を収納し団体対応も
可能な計画としている。

⑦ 搬入用駐⾞スペースを⻄側に設け、管理用通路
から直接材料の搬入を行い易い計画とした。
景観に配慮し植栽で目隠しを施す。

⑧ バリヤフリーに配慮し多目的トイレを設置する。

【検討事項】・ 厨房のレイアウトの検討。
・ 多目的利用の具体的な方針の確認。
・ 屋根部材の検討。
・ 日射負荷低減のためにスクリーン、

ガラスの性能仕様の検討。
 

④テラス

①飲食スペース ②多目的
スペース

③屋根付き広場

⑤花ブロック

⑥倉庫

勝連城跡への眺望

ももと池への眺望
園路

回廊へ

屋外休憩スペースへ

一体利

⑦搬入用駐⾞場

厨房

管理用通路

入口広場への眺

⑧多目的トイレ

一体利用

③機械設備置場

イベントスペースへ
管理者動線
利用者動線

眺望
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勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

4 各棟平⾯計画（物販棟）

■ 勝連城跡を見学した後に駐⾞場へもどる際に、はじめに立ち寄りやすい位置としている。また店内の賑わいが伝わるファサードとし、さらに回廊をつなげることで雨天時や日差し
の強い時期にも快適に立ち寄る事が出来る計画とする。管理駐⾞場と隣接する位置に外部倉庫を計画し管理者動線にも配慮している。

① 入口広場側と回廊からの視認性を考慮し、店内の賑わい
が見えるガラスファサードとし購買意欲が出るような
計画としている。

② 店舗内部は見通しと商品陳列スペースを最大限に考慮し
  経済的かつ最小の柱で計画する。

物品スペースは販売する物産品の種類や店舗変更にも
可変的にに対応できるよう配慮し、運用に応じて店舗
のコマ割り、ショーケースやレジスペースが自由に
レイアウトできるように計画している。

③ ⻄側には設備スペースを設け、花ブロックなどのダブル
スキンで覆うことで景観に配慮しながら⻄日を遮り熱負荷
を抑える計画としている。

④ 外部倉庫は芝刈り機など、敷地内の管理用備品置場として
利用する。管理用駐⾞からのアクセスが出来る計画とする。

⑤ 内部倉庫は商品のストック等に利用する他、外部倉庫と
つなげる事で一体的な利用も可能な計画とする。

⑥ バリヤフリーに配慮し多目的トイレを設置する。

【検討事項】
・ 棚や商品レイアウトの検討。
・ 外部倉庫収納の機器のメンテナンスや騒音対策

および設置位置。
・ 日射負荷低減のためにスクリーン、ガラスの性能

仕様の検討。
・ 屋根部材の検討

②物販店舗

④外部倉庫

⑤内部倉庫

③花ブロック

③設備スペース

①入口広場からの視認性を確保

①回廊からの視認性を確保

管理用駐⾞場
管理者動線

利用者動線

⑥多目的トイレ

回廊
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勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

5 ⾯積比較

■ 基本計画時の諸室の⾯積と基本設計時の⾯積を比較する。

※ ⾯積策定図参照

施設 部門 諸室等名称 ⾯積（㎡） ⾯積比率 ⾯積（㎡） ⾯積比率
歴史・文化施設 ＜ 2,000㎡ ＞ 100.0% ＜ 2,284㎡ ＞ 100.0%

①展示活動部門 ( 550㎡ ) 27.5% ( 671㎡ ) 29.4%
1）常設展示室 230㎡ 356㎡
2）企画展示室 100㎡ 100㎡
3）展示倉庫 40㎡ 75㎡

4）ミニ・シアター
（映像シアター兼小劇場）

5）ミニ・シアター準備室・倉庫 40㎡ 0㎡
②普及活動部門 ( 200㎡ ) 10.0% ( 148㎡ ) 6.5%

6）多目的室 160㎡ 120㎡
7）講師・ボランティア控室 40㎡ 28㎡

③保管部門 ( 200㎡ ) 10.0% ( 175㎡ ) 7.7%
8）保管庫・一時保管庫・前室 140㎡ 120㎡
9）トラックヤード・荷解室 60㎡ 55㎡

管理部門 ※物産・観光施設の管理も含む ( 450㎡ ) 22.5% ( 155㎡ ) 6.8%
10）事務室 120㎡ 70㎡
11）応接室 40㎡ 16㎡
12）会議室 90㎡ 0㎡
13）学芸員室 40㎡ 0㎡
14）書庫 40㎡ 32㎡
15）ロッカー・更衣室 40㎡ 17㎡
16）ＷＣ・湯沸室 40㎡ 20㎡
17）休憩室 40㎡ 0㎡

共有部 共有部 ( 600㎡ ) 30.0% ( 1,135㎡ ) 49.7%
18）エントランスホール・風除室・受付 500㎡
19）休憩コーナー・自販機コーナー 0㎡
20）トイレ（多目的トイレ含む）・授乳室 45㎡
21）倉庫・資材室 20㎡
22）搬入口 10㎡
23）廊下 196㎡
24）電気・機械室 364㎡

140㎡

基本計画 基本設計

140㎡

備考

※

展示基本設計にて算定
展示基本設計にて算定

※

※

※

※

展示基本設計にて算定
※

※
※
※
※
※
※
※
※

展示棟・事務棟合計

展示棟
展示棟ホールに含む

展示棟
※

事務棟より行う
展示棟・事務棟合計

施設 部門 諸室等名称 ⾯積（㎡） ⾯積比率 ⾯積（㎡） ⾯積比率
物産・観光施設 ＜ 1,000㎡ ＞ 100.0% ＜ 773㎡ ＞ 100.0%

①物販部門 ( 250㎡ ) 25.0% ( 207㎡ ) 26.8%
25）物販店舗スペース 250㎡ 207㎡

②飲食部門 ( 320㎡ ) 32.0% ( 323㎡ ) 41.8%
26）飲食スペース（ホール） 150㎡ 198㎡
27）上記厨房 70㎡ 60㎡
28）体験スペース（調理･料理体験等） 100㎡ 65㎡

③産業振興部門 ( 100㎡ ) 10.0% ( 0㎡ ) 0.0%
29）工芸体験スペース 100㎡ 0㎡

④観光ターミナル部門 ( 180㎡ ) 18.0% ( 104㎡ ) 13.5%
30）観光情報展示コーナー 60㎡ 85㎡
31）多目的スペース 80㎡ 0㎡
32）ガイド控室 40㎡ 19㎡

⑤管理部門 ( 0㎡ ) 0.0% ( 0㎡ ) 0.0%
33）事務室
34）休憩室
35）ロッカー・更衣室
36）ＷＣ・湯沸室

共有部 共有部 ( 150㎡ ) 15.0% ( 139㎡ ) 18.0%
37）風除室・廊下
38）トイレ 84㎡
39）搬入口・倉庫 55㎡
40）電気・機械室

基本計画 基本設計

屋根付き広場除く

トイレ風除室含む
※

多目的スペース

削除

物販38・飲食棟17

備考

※

※
削除
※
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勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

■ 展示棟⾯積算定図

１）常設展示室
２）企画展示室

４､５）シアタースペース１４０㎡：座席スペースはヒナ段形状とす
ることで同⾯積の椅子設置より収容人員を増やす計画とする。０.５
㎡/１人とし修学旅行生２クラス分である８０名分確保している。ス
テージはヒアリングにて⾯積策定している。通常時は４ｍ×１０ｍの
利用とし余剰スペースはバックヤードとするが最大⾯積６×１０ｍま
でステージ利用が可能である。

６）多目的スペース１２０㎡：１.０㎡/１人として１クラス分である
４０名の分の追加の立見スペースを確保する。また体験学習やイベン
トスペースも兼ねる多目的な空間として活用する。

１８､１９）展示ホール５００㎡：ガラスに包まれたエントランスホール
は風除室から徐々に中庭を包むように広がり、景色を楽しみながら来客者
をスムーズに展示室に誘う。その動線上にはミュージアムショップや臨時
展示、ベンチ・ソファ等のスペースを設ける。動線は幅員２ｍを想定し、
団体客対応のためのスペースとして０.７㎡／１人×３０人×３団体が溜
まることの出来るスペースを確保している。また来客動線と管理動線をを
明確に分け、勝連城跡からの景観に配慮した結果、管理を担う事務棟とは
分棟形式としている。１８､１９）

エントランス
ホール

３）展示倉庫７５㎡：２階の展示室の音響・照明・空調・機械設備スペース
への動線確保のための余剰分を倉庫利用する。

２４）空調・照明・音響調整室
２４）受水槽室

２４）キュービ
クル

室外機

吹抜け

動線幅員２ｍ

動線幅員２ｍ

２０）トイレは設備設計にて必要全体個数を算定し、利用状況を検討
し各棟に割り振っている。※設備計画図参照

３）展示倉庫

４､５）シアター
スペース

６）多目的スペース

２０）
トイレ

３）
階段室

２３）廊下（バックヤード）

２３）

２４）機械室３６４㎡：事務棟の消防設備機械室、室外機置場を合計した⾯
積である。※機械設備配置は設備計画図参照

※１､２）常設・企画展示室は展示基本設計にて算定

２３）廊下
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■ 事務棟⾯積算定図

８）保管庫

８）一時保管庫

２１）倉庫

廃材置場

９）荷解きスペース

９）トラックヤード

１０､１２､１３）事務室

７）楽屋

１１）応接室

１４）書庫

１６）トイレ

３.８ｍ

１.８ｍ

１.２ｍ

８）前室

２４）消火２４）空調機

１６）湯沸室

２２）エントランス（搬入口）

１５）ロッカー更衣室

２.０ｍ

１.５ｍ

７）楽屋２８㎡：シアタースペースの演舞者
控室・イベント講師・ボランティア控室とし、
３㎡／１人とし１０名分のスペースとした。
また、楽屋未使用時には事務棟職員の休憩室
としても活用する。

１５）ロッカー更衣室１７㎡、１６）トイレ･湯沸室２０㎡：
ロッカー更衣室は男女で分け、シャワーブースを併設している。
ロッカーは４５ｃｍ×９０ｃｍを男女各１２名分準備している。
着替えスペースとして１００ｃｍ確保している。またトイレは設
備設計にて全体個数算定し利用状況を検討し各棟に割り振っている。
※設備計画図参照

１１）応接室１６㎡：独立した空間として来客対応をおこなう。
検討の結果、５名用応接セットが設置できる⾯積としている。

１０､１２､１３）事務室７０㎡：基
本計画の歴史文化施設の必要人員算
定において、歴史文化施設９名、物
販事業５名、飲食事業７名となって
いる。歴史文化施設に関して事務デ
スク９（内館⻑１）物販に関しては
事務デスク２、飲食に関しても事務
デス２と算定し、デスク合計１３と
している。また会議室および学芸員
室は検討の結果、事務室に統合し、
事務室内に１２名分の会議スペース
を設けた。また館⻑デスクは１５０
ｃｍ×６５ｃｍ、一般デスクを１０
０ｃｍ×６５ｃｍとし、デスク間通
路を１８０ｃｍ、壁⾯とデスク間通
路は１２０ｃｍを確保している。

９）トラックヤード２５㎡・荷解スペース３０㎡：荷解きス
ペース⾯積は一時保管庫の保管スペースと同等の⾯積を確保
している。トラックヤードは検討の結果、荷下ろしの際、積
荷が風雨より防護できるよう３.８ｍの奥行を確保している。

２４）機械室３６４㎡：展示棟の受水槽室、キュー
ビクル室を合計した⾯積である。
※機械設備配置は設備計画図参照

１４）書庫３２㎡／２１）倉庫２０㎡：書棚１８０
ｃｍ×７５ｃｍを６棚、展示用覗きケース１５０ｃ
ｍ×７５ｃｍを４ケースおけるスペースを確保し、
通路を除く余剰スペースを倉庫とする。

※８）一時保管庫・保管庫・前室は展示基本設計にて算定

２３）廊下
２３）廊下

２３）廊下
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■ 飲食棟⾯積算定図

２７）厨房６０㎡：⾯積比率は２８.５％となるが、指定管
理者との調整の上で決定していく。

２６）飲食スペース１８０㎡：倉庫・トイレ・風除室を除くホール⾯積は
１５０㎡である。基本計画に則り１.７席／坪で算定し８０名（修学旅行
生２クラス）の収容を想定している。ただし、２８）多目的スペース(６
５㎡）を利用すると２.０席／坪となるが４０名（１クラス）追加収容可
能となる。多目的スペースは調理体験やイベント開催時のステージなどに
多目的に活用していく

３９）搬入口・倉庫１７㎡：椅子５５ｃｍ×５５ｃｍを４
段重ねで４０脚収容、テーブル折りたたみ２１０ｃｍ×２
０センチを４台、同じく１５０ｃｍ×２０ｃｍを４台収容
する⾯積としている。搬入口は倉庫・厨房に近接できる位
置に計画している。

トイレは設備設計にて必要全体個数を算定し、利用状況を検討し各棟に割
り振っている。※設備計画図参照

２８）多目的スペース

２６）飲食スペース
２７）厨房

３９）搬入

３９）倉庫

室外機

トイレ

風除室
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■ 観光ターミナル棟⾯積算定図 ■ 物販棟積算定図

３０）観光情報展示コーナー６０
㎡：ガイドスタッ３名と応対客３名、
テーブル４人がけを３つ、カウン
ター８人掛け、滞在客と合わせて計
２３名（約３㎡／１人)の来客を想
定している。レンタサイクルスペース
２５㎡：ヒアリングにて２段ラックに
１６台を収納できるスペースとした。

３２）ガイド控え室１９㎡：ヒア
リングにて６名(３㎡／１人)のガ
イドが待機できるスペースを確保
した。控え室にはミニキッチン、
トイレ、倉庫を設置している。

３８）女子トイレ

３８）男子トイレ

３０）観光情報展示コーナー

３２）ガイド控室

３０）レンタサイクル

３８）トイレ８４㎡：トイレは設
備設計にて必要全体個数を算定し
利用状況を検討し各棟に割り振っ
ている。※設備計画図参照

２５）物販スペース２０７㎡：倉庫は必要⾯積を検討後、
余剰スペースを物販スペースとして利用していく。なお倉
庫を合わせた⾯積は２４５㎡となる。

２５）物販スペース

トイレ

３９）内部倉庫

３９）外部倉庫

風除室

室外機

３９）内部・外部倉庫３８㎡：内部倉庫は物販の備品やス
トックに利用する。外部倉庫は管理駐⾞場に近接させ芝刈
機など屋外の整備に利用する機器を収納する。
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6 福祉のまちづくり計画

沖縄県福祉のまちづくり条例を尊守し、該当施設について協議のもと設計に反映していく。

沖縄県福祉のまちづくり条例 施設整備マニュアル｢建築物編」より抜粋①-ｂ 県道16号より観光ターミナルまで点字ブロックを敷設する。
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沖縄県福祉のまちづくり条例 施設整備マニュアル｢建築物編」より抜粋
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展示棟 夏至

7 日照検討

本敷地は勝連城跡の丘陵が真⻄〜南⻄にあり、北⻄⽅向と
ももと池のある北東⽅向が最も開けている。よって太陽が
北東⽅向より登り、北⻄の⽅向に沈んでいく夏至の日照の
検討により、ガラスの性能、スクリーンの選択、什器の配
置や熱負荷による空調設備の検討に活用していく。合わせ
て冬至の日照の検討をおこなう。中間期の日射は夏至・冬
至の日射状況より推定が出来る。

久友設計㈱・㈱池根設計・㈱うるま設備設計　共同企業体 30



勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

展示棟 冬至
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観光ターミナル棟 夏至

久友設計㈱・㈱池根設計・㈱うるま設備設計　共同企業体 32



勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

観光ターミナル棟 冬至
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飲食棟 夏至
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飲食棟 秋分

飲食棟においては開⼝部が⻄に⼤きく開くため秋分の太陽
位置で検討を行う
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物販棟 夏至
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物販棟 冬至
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回廊 夏至
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8 構造体および仕上げ部材検討

■ 建物構造体比較検討

■ 回廊構造体比較検討

将来的に内装変更が多いと想定されるため計画の自由度が高い工法を選定する。また工期短縮や自重が軽いため基
礎を小さくする事でコストを縮減する。

◎ 〇

展示物や倉庫内保管物保護のため耐火性能の高い構造とする。また将来的に内装変更が少ないと想定される。比較
的広い空間を必要とする展示棟ホールは部分的に鉄骨を利用する。
トイレ（水回り）が多いため耐錆性能の高い構造とする。小規模建築で大スパンの空間を必要としない。また将来
的に内装変更が少ないと想定される。

【観光ターミナル棟】鉄筋コンクリート(RC)造

【展示・事務棟】鉄筋コンクリート(RC)造

選定事由 勝連城跡からの景観を重視し、施工性、維持管理性を検討し選定している

維持管理(耐錆) ◎ 〇 △ ◎

景観(勝連城跡より） ◎ △ × 〇

経済性 △ ×

選定事由

【飲食・物販棟】鉄骨(S)造

施工性 ◎ 〇 〇 △

仕上材

ＨＰＣ造 アルミ造 鉄骨造 鉄筋コンクリート造ハイブリッドプレストレストコンクリート

計画自由度 ◎ 〇 △

選定 飲食棟・物販棟 無し 展示棟・事務棟・観光ﾀｰﾐﾅﾙ棟

維持管理(耐錆) △ 〇 ◎

経済性 ◎ △ 〇

施工性 ◎ △ 〇

耐火性能 △ ◎ 〇

構造体 鉄骨(S)造 鉄骨鉄筋コンクリート(SRC)造 鉄筋コンクリート(RC)造

特 徴
自重が軽い。 自重が重い。 自重が重い。

大スパン計画が可能 大スパン計画が可能 中スパン計画が可能
小〜大規模建築 中〜大規模建築 小〜中規模建築
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■ 外壁材比較検討

■ 内部床材比較検討

×

沖縄らしさの演出として意匠性を重視し、維持管理を検討の上、選定した。またコンクリート自体が仕上げになる場合はクラック防止のため繊維補強材を施工する。

◎

◎

△

◎

△

○

◎

△

タイル・石張り

△

◎

〇

土間コン研ぎ出し(骨材)

△

○

〇

コンクリート打放し
＋含侵系表面硬化剤

◎

〇

複層塗材E（防水型）

〇

◎

〇

塗り壁調仕上塗材

△

△

◎

仕上材

施工性

経済性

維持管理

景観

施工性

仕上材 コンクリート強化防塵剤
土間コン研ぎ出し
（琉球石灰岩)

選定事由

×

維持管理と経済性を重視して選定している。

◎

◎ 〇

繊維補強コンクリート

選定事由

維持管理

意匠性

経済性 △
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■ 屋根材比較検討

■ ガラス材比較検討

×

重量 ◎ ×

△

◎ × 〇

◎

△

景観 × 〇 ◎ ◎

沖縄灰色瓦葺き

仕上材

防水下地＋緑化 防水下地＋砕石 ガルバリウム鋼板屋根ウレタン塗膜遮熱防水仕上
アスファルト防水
＋押えコンクリート

○維持管理 × ○ △ ○

× 〇 ◎ × △施工性 ◎

◎

経済性 ◎ △ △ 〇

無し選定 展示棟・事務棟
・観光ターミナル棟

展示棟(2階)・飲食棟・物販棟無し 無し 無し

勝連城跡からの景観を重視し、施工性や経済性を検討の上、選定している。選定事由

◎ 〇 △

× 〇

×

◎ ×

意匠性

仕上材 フロート板ガラス 強化ガラス 合わせガラス Low-E複層ガラス(遮熱) リブガラス工法

安全性

機能性(遮熱)

△

×

〇

◎

展示棟において意匠性を、飲食棟においては日射検討の結果、機能性(遮熱)を重視して選定を行った。
その他においては経済性を重視して選定している。

選定事由

〇 〇 △ ◎

選定
事務棟・物販棟

観光ターミナル棟・飲食棟
無し 無し 飲食棟(⻄面) 展示棟

◎ ○ △ × ×経済性
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Ⅲ 構造基本計画
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勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

1 構造設計の基本方針 2 主体構造の概要
本施設は勝連城跡の周辺施設として文化及び観光拠点としての機能性を持ち、高い耐震 (1)主体構造形式及び構造種別
性能を確保しつつ、市の財産として⻑期間使⽤に耐え得る高い耐久性能の確保を目標に、

 建築物の特性を最大限に生かした構造設計を行うことを基本方針とする。

(1)構造設計における配慮
： 一般に使⽤されている構造材料を⽤い、実績のある構造形式によって

 構築し、建設コストの低減を図る。
： 材料の特性を理解し、耐久性を確保するために配慮をする。

・安全性 ： 明解な構造形式を採⽤し人命及び物品の充分な安全性を確保する。

・機能性 ： 平面、立面計画に即応した構造計画とし、使⽤目的に合った機能性
を確保する。

・施工性 ： 施工性に充分配慮した計画とし、精度の高い建物を建設すると共に
建設時の安全も確保する。

： 材料の選定、工法の決定に充分配慮し、建設廃材を少なくするなど
環境に優しい建物とする。 (2)上部主体構造種別の選定

本施設の各棟は立地条件、平面計画、断面計画により次のような特性をもつ。
(2)構造コースの選定 展示棟 ・1階はピットがある。

本施設の耐震計画にあたっては、環境・景観に考慮することにより建物規模を低層と ・鉄骨柱（ポスト柱）で構成されたホールがある。
することが採⽤されていることから耐震構造を念頭に構造特性、建設コスト、建設 ・建物高さは8.50ｍである。
期間、安全性等の側面から比較検討を行った。本施設建設計画事業に対して比較検討 観光ターミナル棟 ・１階はピットがある。
の結果を総合的に判断し本施設群を耐震構造とし、展示等を鉄筋コンクリート（一部 ・鉄骨柱（ポスト柱）で構成された観光ターミナルがある。
鉄骨造）、観光ターミナル棟を鉄筋コンクリート構造（一部鉄骨造）、事務棟を鉄筋 ・建物高さは3.50ｍである。
コンクリート構造（一部鉄骨造）、飲食等を鉄骨造、物販棟を鉄骨造とする。安全性 事務棟 ・1階はピットがある。
を確保し、文化・観光施設の拠点としての十分な耐力を確保する。 ・鉄筋コンクリート柱及び鉄骨柱（ポスト柱）で構成された

 事務室がある。
・建物高さは4.50ｍである。

飲食棟 ・鉄筋コンクリート造の自立壁がある。
・建物高さは5.08ｍである。

物販棟 ・鉄筋コンクリート造の自立壁がある。
・建物高さは4.02ｍである。

回廊 ・自立柱構造であり高さは2.50ｍである。
・屋根床版はハイブリッドプレストレストコンクリート造である。

以上のような特性を踏まえ、平面計画、断面計画等に対応した明快な構造システムが構築できる
構造形式を採⽤する。展示棟及び事務棟は、柱、大梁、耐力壁を鉄筋コンクリート造を主体とする。
観光ターミナル棟は、耐震要素をすべて鉄筋コンクリート造の壁とする。飲食棟及び物販棟は、
柱･大梁とも鉄骨造を主体とする。本施設の構造工事費の低減、工期短縮を図るためにできる限り
鉄骨部材等の工場製作部位を増やすことで精度の高い建築物を建設し性能を確保する。

・建設コスト

・耐久性

・環境への配慮

展示棟 観光ターミナル棟 事務棟 飲食棟 物販棟

地業 杭基礎 杭基礎 杭基礎 杭基礎 杭基礎

構造形式 耐震壁付ラーメン構造 壁式構造 耐震壁付ラーメン構造 ラーメン構造 ラーメン構造

柱 鉄筋コンクリート造 鉄骨造（ポスト柱） 鉄筋コンクリート造 鉄骨造 鉄骨造

基礎地中梁 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造

大梁 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄骨造 鉄骨造

小梁 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄骨造 鉄骨造

鉄骨造 鉄骨造

床版 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造

鉄骨造 鉄骨造

屋根床版 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 ﾃﾞｯｷプレート床板 ﾃﾞｯｷプレート床板

鉄筋コンクリート造

一部ﾃﾞｯｷプレート床板 一部ﾃﾞｯｷプレート床板 一部折板屋根 一部折板屋根

壁 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 鉄筋コンクリート造 ―

ハイブリッドプレスト
レストコンクリート造

―

―

鉄筋コンクリート造

回廊

自立柱構造

地盤改良

鉄筋コンクリート造

鉄骨造
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3 敷地地盤の概要 5 建築物の構造計算ルート選択フロー
⽀持地盤はＥＬ−３０ｍ以深の砂岩・泥岩互層とする。(Ｎ値２０以上を目標とする。)
・地質柱状図よりＥＬ＋４２ｍ〜ＥＬ＋３７ｍ付近に砂質シルト層、ＥＬ＋３７ｍ〜
 ＥＬ＋３６ｍ付近にシルト質砂層、ＥＬ＋３６ｍ〜３５ｍ付近に砂質粘⼟層が確認
 できる。この砂質粘⼟層が中間層であり慎重な施工計画が重要となる。
・地耐力の検討においては十分な余裕を持たせた設計を行う。
・地質調査による確認の結果、ＥＬ＋３７ｍ〜ＥＬ＋３６ｍ付近にシルト質砂層が液
 状化する可能性が有るため、⽀持層はこれより深い層とする。
・⽔位はＥＬ＋４３ｍ〜ＥＬ＋４１ｍ付近に分布する。

4 準拠する法令等
(1)設計時に準拠する法令等
・建築基準法・施行令
・建築構造設計基準            （監修：国⼟交通省官房官庁営繕部）
・官庁施設の総合耐震計画基準及び同解説  （監修：建設大臣官房官庁営繕部）
・2015年版 建築物の構造関係技術基準解説書（監修：国⼟交通省住宅局建築指導課・他）
・建築基礎構造設計指針            （日本建築学会）
・鉄筋コンクリート構造設計規準・同解説    （日本建築学会）
・鋼構造設計規準               （日本建築学会）
・鉄骨鉄筋コンクリート構造設計規準・同解説  （日本建築学会）
・鉄筋コンクリート造のひび割れ対策指針・同解説（日本建築学会）

(2)施工時に準拠する仕様書等
・公共建築工事標準仕様書        （監修：国⼟交通省大臣官房官庁営繕部）
・構造標準図              （上記を反映した設計図書）
・建築工事施工監            （監修：国⼟交通省大臣官房官庁営繕部）

鉄筋コンクリート造建築物の二次設計の構造計算フロー

事務棟

展示棟

不要 必要

高さ≦20m 31m＜高さ≦60m

必要 20<高さ≦31m

No

Yes

強度型(1) 靱性型

強度型(2)

* 判断とは設計者の設計方針に基づく判断のことである。例えば、高さ31m以下の建築物であっても

より詳細な検討を行う設計法であるルート「3」を選択する判断等のことを示している

エ　ン　ド

ルート 1-1 ルート 2-1 ルート 2-2 ルート 3

剛性率・偏心率等の確認
剛性率≧6/10

偏心率≦15/100
建築物の塔状比≦4

層間変形角の確認
層間変形角≦1/200

層間変形角の確認
層間変形角≦1/200

判断* 判断*

規模等による構造計算適合性判定
の要否

スタート

一次設計

Σ2.5aAw+Σ0.7aAc
≧ZWAi

部材のせん断設計

Σ2.5aAw+Σ0.7aAc
≧0.75ZWAi

部材のせん断設計

Σ1.8aAw+Σ1.8aAc
≧ZWAi

部材のせん断設計

靱性のある全体崩壊
メカニズムの確保

保有水平耐力の確認
Qu≧Qun
Qun=DsFesQud

転倒の検討
(塔状比 > 4の場合)

構造規定の選択

ルート 2-3
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壁式鉄筋コンクリート造建築物の二次設計の構造計算フロー
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6 構造体の耐震性能 非構造部材の耐震性能
(非構造部材とは、構造体の要素から除外されている外壁、建具、天井などの部材、部位とする。）

勝連城跡周辺文化施設は一般市⺠だけでなく多くの県内外観光客が来館する施設建物 勝連城跡周辺文化観光施設は「官庁施設の総合耐震計画基準」により「多数の者が利⽤する
であることから、地震時の安全確保が第一となり、機能面においても建物の展示物等 官庁施設」に位置けられるため、耐震安全性の分類をＢ類とする。
に大きな被害を与えることのないようにする必要がある。 分類Ｂ類で非構造部材の設計を行うことにより、大地震動に対しての人命の安全確保はもと

より、本施設の機能が十分に発揮できる。
大地震動後、構造体の補修をすることな (1)災害応急対策活動に必要な施設のうち
く建築物を使⽤できることを目標とし、   特に重要な施設 大地震動後、災害応急対策活動や被災者 (1)災害応急対策活動に必要な施設 非構造部材の
人命の安全確保に加えて十分な機能確保 (2)多量の危険物を貯蔵又は使⽤する施設、 の受け入れの円滑な実施、又は危険物の (2)危険物を貯蔵又は使⽤する施設 設計⽤標準震
が図られている。   その他これに類する施設 管理のうえで、⽀障となる建築非構造部 (3)地域防災計画において避難所として位 度が定められ

  大地震動後、構造体の大きな補修をする (1)地域防災計画において避難所として位置 材の損傷、移動等が発生しないことを目   置付けられた施設 ている。
ことなく建築物を使⽤できることを目標   付けられた施設危険物を貯蔵又は使⽤す 標とし、人命の安全確保に加えて十分な ※(1)、(2)は構造体の⽤途区分と同じ
とし、人命の安全確保に加えて機能保全   る施設 機能確保が図られる。
が図られている。 (2)分類Ⅰに該当する施設は除く 大震災動により建築費構造部材の損傷、 (1)多数の者が利⽤する施設
大地震動により構造体の部分的な損傷は 分類Ⅰ及びⅡ以外の施設 移動等が発生する場合でも、人命の安全 (2)その他、分類Ⅰ以外の施設
生じるが、建築物全体の耐力の低下は著 確保と二次災害の防止が図られている。
しくないことを目標とし、人名の安全確
保が図られている。

勝連城跡周辺文化観光施設の耐震性能
建築基準法・同施行令、および告示等に準拠し設計を行うことで構造体、非構造部材とも
｢多数の者が利⽤する文化観光施設｣としての機能を十分に発揮できる建築物の設計とする。

建築基準法・同施行令に基づく構造体の耐震性能
(参考) 過去の巨大地震例 (気象庁資料により)

人命及び物品の安全性確保が特に必要な施設 東北地方太平洋沖地震は我が国の地震観測史上最大級の地震動記録を残した地震である。

観光ターミナル棟は、耐震要素をすべて鉄筋コンクリート造の壁とする。飲食棟及び物販棟は、
柱･大梁とも鉄骨造を主体とする。本施設の構造工事費の低減、工期短縮を図るためにできる限り

目標耐震⽔準 が図られている。

⽤途係数＝1.25

東北地方太平洋沖地震8.42011年3月11日

建築物の

大地震動後、構造体の大きな補修をする
(Ⅱ類)採⽤による 許容応力度設計を行うことにより、構造 ことなく建築物を使⽤できることを目標

体には損傷をさせない。 とし、人命の安全確保に加えて機能確保

建築基準法及び建築構造設計基準に従い

7

地震名

関東地震(関東大震災)
兵庫県南部地震(阪神･淡路大震災)

新潟県中越地震
能登半島地震

最大震度階級

6
7
7

6強
2004年10月23日
2007年3月25日

1923年9月1日
1995年1月17日

7.9
7.3
6.8
6.9

発生年月日

Ａ

同上Ｂ

分類 目標⽔準 対象となる施設 備考

地震規模
(マグニチュード)

地震力の程度 (稀に発生する地震力)  (極めて希に発生する地震力)

建築物･構造耐力上 に損傷を生じないこと。

最大級の地震力中程度の地震力

地震による建築物の各階の必要保有⽔平
建築物・建築物の構造耐力上主要な部分 建築物が倒壊・崩壊しないこと。

震度5強程度を想定 震度6強〜6強に近い7程度を想定

構造耐力上主要な部分に生ずる力が短期 耐力が、材料強度から求めた各階の保有
の力に対する許容応力度を超えないこと。 ⽔平耐力を超えないこと。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

分類 目標⽔準 対象となる施設 ⽤途係数

Ⅰ

Ⅱ

1.5

1.25

Ⅲ 1.0

主要な部分の状態
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7 構造設計コースの比較表
杭基礎形式

※建築物構造種別A（２層以下のＲＣ造、３層以下のＳ造）については⽀持層の厚さを５m以上確認する必要があり、追加のボーリング調査を要する。
 建築構造設計基準及び同解説(平成16年版)P295より。
 ボーリングの箇所数は、各棟2箇所以上（ただし、展示棟は３箇所以上）を原則とし、適切な基礎設計条件の⽤件を満足する地盤調査を行う必要がある。
※当該建物建設敷地内にある与勝変電所（沖縄電力所有）の建屋はじめ各機器の基礎に⻑さ１５ｍ程度の杭が１００本以上存在すると報告されているので取扱いに対しては
 別途検討する必要がある。

○工期 △

振動及び騒音が小さいため、施工時に周辺へ与える影響は小さい。
排⼟は比較的少ないと考えられる。

振動及び騒音が小さいため、施工時に周辺へ与える影響は小さい。
排⼟及び廃棄汚泥を処理する必要がる。

施工性
工場制作工程が必要である。埋設物等の想定外に対応しやすく安定した工程運営が期待でき
る。施工においては、特殊な技術者が必要である。

磁気探査
杭1本当たりに１ヵ所での対応が不可の場合もあるが、杭の本数が比較的少ないため、探査
を行う⻑さは少ないと考えられる。

杭1本当たりに1か所で対応可能であるが、杭の本数が比較的多いため、探査⻑さ
が比較的⻑いと考えられる。

杭1本当たりに1か所で対応可能であるが、杭の本数が多いため、探査⻑さが⻑いと考えられ
る。

ＰＨＣ杭・プレボーリング根固め工法

砂岩・泥岩互層 砂岩・泥岩互層

特徴

杭種・工法

振動及び騒音が小さい。杭の耐力をコンクリート強度や鉄筋量によって調整することが可
能である。⽀持層部分の杭先端が拡底していることにより、より大きな⽀持力を得ること
が可能である。杭周辺の地盤が緩むことがある。掘削排⼟や廃棄泥⽔（ベントナイト溶
液）の処理が必要である。

掘削時の振動騒音は小さい。⽀持力が比較的小さいため、軸力に応じて1か所当た
りの施工本数が多くなることが考えらる。杭の本数が多くなることで基礎のサイ
ズが大きくなる。

掘削時の振動騒音は小さい。⽀持力が比較的大きいため、軸力に応じて1か所当たりの施工本数
が少なくなることが考えられる。

場所打ちコンクリート杭・オールケーシング式拡底杭工法 鋼管杭・圧入工法

全周回転機に専⽤の機械式バケットを装着して杭先端を拡大掘削する工法。杭先端を拡大
することで高い先端⽀持力を得ることができる。同じ杭先端面積のストレート杭と比べ杭
軸部を細くできるため、工期短縮、コンクリートや掘削残⼟の量を低減することができ
る。

先端部に円形の鋼板を取付けた鋼管杭を３点式杭打ち機にて回転させ完全無排⼟
で低騒音・低振動で地盤に貫入させる工法。先端は、杭軽の数倍に拡大された大
きさの鋼板となっているため大きな先端⽀持力を発現に寄与し、施工時には回転
貫入の際の杭に推進力を与える。

攪拌掘削ロッドを⽤い、掘削固定液を注入しながら、オーガーモーターを正回転・逆回転およ
び掘削攪拌装置を上下反復し、所定深度まで掘削攪拌された掘削孔を造成し、掘削底から上方
２ｍ以上の範囲に、根固め液を注入しながら、掘削⼟と混合攪拌を行い、根固め部を築造す
る。掘削攪拌装置を引き上げた後、充填液を注入した掘削孔内に杭を建込み、自重または回転
により埋設して、所定深度の根固め球根部に杭先端を設置する工法である。

概要
施工方法

展示棟 事務棟
鉄骨造である飲食棟・物販棟は、比較的建物重量が小さいため鋼管杭（⽀持杭）が総合的に評価がよく、鉄筋コンクリート造である展示棟・観光ターミナル棟・事務棟においては建物重量が大きいた
めにＰＨＣ杭（摩擦杭）のほうが総合評価がよい。

○

⽀持層 砂岩・泥岩互層

工場製作に要する時間が省けるためすぐに施工に入ることができる。
先端拡底を要するため、施工においては専門的な技術を必要である。

杭本数が多いため、杭打ち機を複数台使⽤することが考えられる。
施工においては特殊な技術は不要ですが、中間層がある場合にはプレボーリング
を必要する。

環境性
振動及び騒音が小さいため、施工時に周辺へ与える影響は小さい。
排⼟及び廃棄汚泥を処理する必要がる。

経済性 △ ○
採⽤棟 飲食棟 物販棟

○
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8 荷重の設定 地震荷重
積載荷重 建築基準法施行令第88条、建築構造設計基準（監修：国⼟交通省大臣官房官庁営繕部）

 建築基準法施行令第85条、建築構造設計基準（監修：国⼟交通省大臣官房官庁営繕部） 2015年版 建築物の構造関係技術基準解説書による。
2015年版 建築物の構造関係技術基準解説書、設計与条件及び実況の値を採⽤する。

 (N/㎡) 地域係数 ：Ｚ＝0.7 標準層せん断力係数 ：Ｃo＝0.20（１次設計、許容応力度計算）
：Ｃo＝1.00（２次設計、許容応力度等計算）

施行令第85条より 地盤種別 ：第2種地盤
塔屋階震度：ｋ＝1.0
⽤途係数−構造設計指針に準拠

大地震後、構造体の補修をすることなく (1) 災害応急対策活動に必要な施設のう
建築物を使⽤できることを目標とし、人   ち特に重要な施設
命の安全確保に加えて十分な機能確保が (2) 多量の危険物を貯蔵又は使⽤する施
図られている。   設、その他これに類する施設
大地震後、構造他の大きな補修をするこ (1) 災害応急対策活動に必要な施設
となく建築物を使⽤できることを目標と (2) 地域防災計画において避難所として
し、人命の安全確保に加えて機能保全が   位置付けられた施設
図られている。 (3) 危険物を貯蔵又は使⽤する施設

(4) 多数の者が利⽤する施設。ただし、
施行令第85条より   分類Ⅰに該当する施設は除く

大地震動により構造体の部分的な損傷は 分類Ⅰ及びⅡ以外の施設
生じるが、建築物全体の耐力の低下は著
しくないことを目標とし、人命の安全確
保が図られている。

施行令第85条より
本施設は「多数の者が利⽤する施設」として分類Ⅱに該当し、⽤途係数は1.25を
採⽤する。

その他 ： 2.0ｍを超える片持梁については鉛直地震力ｋ＝Ｚとして検討を行う。

(2)積雪荷重
建築基準法施行令第86条による。

(3)風荷重
建築基準法施行令87条による。
Ｐ=Ｃf・ｑ （N/ｍ2）  ｑ＝0.6ＥＶο²   Ｅ＝Ｅｒ²  ・Ｇf   Ｅr＝1.7（Ｈʼ／ＺＧ）α
風力係数：Ｃf     速度圧：ｑ（N/ｍ2） 基準風速：Ｖo＝46（ｍ/sec） ガスト影響数：Ｇf＝2.1
地表面粗度区分：Ⅲ   Ｚb＝5.0（ｍ）    ＺＧ＝450（ｍ）       α＝0.20
ＨʼはＨ（建物の高さ）とＺbの大きな方の数値。

(4)
(1)

備 考主な部屋の⽤途 床・小梁⽤ 架構⽤ 地震⽤

エントランス
ホール
展示室

展示棟
観光ﾀｰﾐﾅﾙ棟
事務棟
飲食棟
物販棟

3500 3200 2100
3500 3200 2100
3500 3200 2100
3500 3200 2100
3500 3200

1.25

1.0

目標⽔準 対象とする施設 ⽤途係数

1.5

分類

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

7800 6900 4900

2100

6900 4900

400

―

1000 600 400非歩行屋根

展示棟 1000 600 400
観光ﾀｰﾐﾅﾙ棟 1000 600

4900

倉庫

展示棟 7800 6900

物販棟 7800 6900 4900
飲食棟

観光ﾀｰﾐﾅﾙ棟 7800
事務棟 7800 6900 4900

飲食棟 1000 600 400
事務棟

物販棟 1000 600 400

物販棟 ― ― ―

事務室

展示棟 ― ― ―
観光ﾀｰﾐﾅﾙ棟 2900 1800 800
事務棟 2900 1800 800
飲食棟 ― ―

―
物販棟 ― ― ―

トイレ

展示棟 1800 1300 600
観光ﾀｰﾐﾅﾙ棟 1800 1300 600
事務棟 1800 1300 600
飲食棟 ― ―
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9 構造耐力の設定 使⽤材料の規格
耐力の設定 建築基準法第37条、大臣認定書による。

・主体構造の耐力 コンクリート 躯体の耐久設計基準強度は計画供⽤期間の⻑期を採⽤する。
⻑期荷重時    ⻑期許容応力度内 捨てコンクリート Fc18  ρ＝2.3 ：JIS A5308
短期荷重時    短期許容応力度内      （⽤途係数1.25を採⽤） 基礎⽤コンクリート Fc27  ρ＝2.3 ：JIS A5308

・構造二次部材の耐力 躯体⽤コンクリート Fc27  ρ＝2.3 ：JIS A5308
常時自立時は⻑期耐力以内、施工時荷重及び短期荷重に対しても短期許容応力度内 使⽤材料はJASS5に規定する材料による。
とする。 品質基準強度はΔＦ：3（Ｎ/ｍｍ2）を採⽤する。(捨てコンは除く。）

構造変形制御の設定
・⻑期荷重に対して 鉄骨床梁のたわみ δ≦Ｌ/300、且つ3.0ｃｍ以下 鉄筋 Ｄ10〜Ｄ16 ＳＤ295Ａ ：JIS G3112

 （必要に応じてむくりを作る） Ｄ19〜Ｄ25 ＳＤ345 ：JIS G3112
鉄骨屋根梁のたわみ δ≦Ｌ/300、且つ3.0ｃｍ以下 Ｄ29〜 ＳＤ390 ：JIS G3112

 （必要に応じてむくりを作る） Ｋ13,16 ＫＳＳ785  ：国⼟交通大臣認定品
屋上屋根、設備置き場 δ≦Ｌ/300、且つ3.0ｃｍ以下 溶接金網 ：JIS G3551

 （必要に応じてむくりを作る）
・風荷重に対して 層間変形角 1/200以下 鉄骨 建築構造⽤圧延鋼材 （鋼板） SN400A・B・C、SN490B・C
・地震荷重に対して 層間変形角 一次設計 1/200以下（⽤途係数は採⽤しない） ：JIS G3136

保有⽔平耐力時 1/100以下 （間柱・大梁） SS400、SN400B、SN490B
・その他 施行令第82条４号に規定する使⽤上の⽀障に関する確認を行う。 ：JIS G3136
・構造二次部材 非耐力壁の面内方向は、上記層間変形角に対して追従可能なも （小梁） SS400,SN400A ：JIS G3136

のとする。 建築構造⽤炭素鋼管 （柱） STK400 ：JIS G3475
（⺟屋・胴縁） 面外変形量  δ≦Ｈ/200 一般構造⽤角形鋼管 （間柱） STKR400 ：JIS G3466

告示平12建告第1458号による屋根ふき材及び外壁に面する 一般構造⽤軽量形鋼 （⺟屋、胴縁） SSC400 ：JIS G335
帳壁の検討を行う。 建築構造⽤高性能冷間 （柱） BCP325T ：国⼟交通大臣認定品

・非構造部材 「官庁施設の総合耐震計画基準」による非構造部材の耐震 プレス成形角形鋼管
目標⽔準を分類Ｂ類とする。 建築構造⽤熱間 （柱） SHC400B  ：国⼟交通大臣認定品

成形角形鋼管 SHC490B
耐久性の設定

・鉄骨部材の錆止め塗装 外部に面している部分：溶融亜鉛メッキを行う。 デッキプレート 耐火デッキプレート ：国⼟交通大臣認定品
・鉄筋コンクリート外壁 誘発目路を配置する。

『鉄筋コンクリート造のひび割れ対策指針』(日本建築 高力ボルト 高力ボルト F10T ：JIS B1186
学会)のひび割れ幅を0.3ｍｍに制御する為の鉄筋量に トルクシャー型 S10T ：国⼟交通大臣認定品
準じた配筋をする。 高力ボルト

・鉄筋コンクリート床版 片持床版の応力割増し 1.50倍 メッキボルト F8T ：国⼟交通大臣認定品
ひび割れ制御目標値 0.3ｍｍ以下

・鉄筋コンクリート小梁 ひび割れ制御目標値 0.3ｍｍ以下 スタッドボルト 頭付きスタッド ：JIS B1198

(5)

(6)

(1)

(2)

10

(3)

(1)

(2)

(3)

(4)
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Ⅳ 電気設備基本計画
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１ 基本方針・概要
電気設備基本方針 工事種目
下記の方針に基づき電気設備の基本設計を行う。

① 幹線・動力設備工事
① 安全性、信頼性

・機器の仕様及び配置については事故等の防止に十分配慮した計画を行う。 ② 受変電設備工事
・機器等は地震時においても落下・転倒等により危険の生じない計画とする。
 （耐震安全性の分類：建築設備 乙類） ③ 発電機設備工事
・⻑期の使⽤に耐えうる機器を選定する。また、塩害による影響も考慮した仕様
 を計画する。 ④ 電灯コンセント設備工事

② 防災性、防犯性 ⑤ 構内交換設備工事
・対浸水対策として電気室を展示棟２階に配置し、受変電設備が水害により使⽤
 不可になることを避け、電力系統が復旧した時点で電気設備が使⽤可能な計画 ⑥ 構内情報設備工事
 とする。
・防犯対策として監視カメラの設置や入退室管理装置の設置を行い、施設の安全 ⑦ 中央監視設備工事
 対策や展示品等の保全を計画する。

⑧ 誘導支援設備工事
③  効率性、機能性

・照明器具等は、高効率器具やＬＥＤ照明等の省エネルギー型器具を積極的に ⑨ テレビ共聴設備工事
 採⽤する。
・受変電設備については高効率変圧器（トップランナー）を採⽤し、電力の損失 ⑩ 自動火災報知設備工事
 を低減する。
・電気料金に大きく影響する契約電力を監視・制御するデマンド制御装置を設置 ⑪ 放送設備工事
 し電力の使⽤状況に応じて空調負荷等の温度制御や起動・停止を行い設定した
 契約電力値を超過しないための管理を行い経済的な施設運⽤が行えるよう配慮 ⑫ 監視カメラ設備工事
 した計画とする。

⑬ 映像・音響設備工事
法規チェック
① 建築基準法 ⑭ 構内配電線路工事

施行令 第126条の4  非常照明設備
⑮ 構内通信線路工事

② 消防法
消令 第21条  自動火災報知設備 ⑯ 急速充電設備工事
消令 第24条  非常放送設備
消令 第26条  誘導灯設備 ⑰ 入退室管理設備工事

⑱ 機械警備設備工事

(1)

(2)

(3)
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２ 電気設備諸元表−１

事
務
所
棟

事
務
室
で

集
中
管
理

個
 
別

人
 
感

セ
ン
サ

ー

ス
ピ

ー
カ

ー

ア

ッ
テ
ネ

ー
タ

ト
イ
レ

非
常
呼
出

イ
ン
タ

ー
ホ
ン

監
視
カ
メ
ラ

入
退
室
管
理

機
械
警
備

風除室 100 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
授乳室 300 ○ ○ ○ ○
もぎり/案内 300 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ＷＣ 200 ○ ○ ○ ○ ○
倉庫 100 ○ ○ ○
企画展示室 200 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
常設展示室 200 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホール 300 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ステージ 300 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
受水槽室 200 ○ ○ ○
キュービクル室 200 ○ ○ ○
倉庫 100 ○ ○ ○
風除室 100 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ホール 300 ○ ○ ○ ○ ○ ○
通路1 100 ○ ○ ○ ○ ○ ○
通路2 100 ○ ○ ○ ○ ○ ○
応接室 500 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
事務室 750 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
楽屋 500 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ロッカー（女） 200 ○ ○ ○ ○
ロッカー（男） 200 ○ ○ ○ ○
一時保管庫 200 ○ ○ ○ ○ ○ ○
保管庫 200 ○ ○ ○ ○ ○ ○
シャワー（女） 200 ○ ○
シャワー（男） 200 ○ ○
書庫/倉庫 200 ○ ○ ○
前室 150 ○ ○ ○ ○ ○
機械室 200 ○ ○ ○ ○
渡り廊下1 100 ○ ○ ○ ○ ○ ○
渡り廊下2 100 ○ ○ ○ ○ ○ ○

凡例

照明点滅管理 誘導支援

電気設備諸元表

情
報
コ
ン
セ
ン
ト

専
⽤
分
電
盤

防  犯 拡  声電
 
 
 
話

事
務
所
棟

展示棟
（2階）

棟･階･
区分

室 名
照度
[Lx]

〇：適⽤する

テ
レ
ビ

映
像
音
響

コ
ン
セ
ン
ト

展示棟
（1階）
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２ 電気設備諸元表−２

事
務
所
棟

事
務
室
で

集
中
管
理

個
 
別

人
 
感

セ
ン
サ

ー

ス
ピ

ー
カ

ー

ア

ッ
テ
ネ

ー
タ

ト
イ
レ

非
常
呼
出

イ
ン
タ

ー
ホ
ン

監
視
カ
メ
ラ

入
退
室
管
理

機
械
警
備

男子トイレ 200 ○ ○ ○
多目的トイレ 200 ○ ○ ○ ○
キッズトイレ 200 ○ ○ ○
授乳室 300 ○ ○ ○ ○
女子トイレ 200 ○ ○ ○ ○
レンタサイクル 300 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
控え室 300 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
観光ターミナル 300 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
厨房 500 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
倉庫 100 ○ ○ ○
トイレ（男） 200 ○ ○ ○
トイレ（女） 200 ○ ○ ○
トイレ（多目的） 200 ○ ○ ○ ○
風除室 100 ○ ○ ○ ○
飲食スペース 300 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
多目的スペース 300 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
風除室 100 ○ ○ ○ ○
物販店舗 300 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
トイレ 200 ○ ○ ○ ○
内部倉庫 100 ○ ○ ○
外部倉庫 100 ○ ○ ○
入口広場 − ○ ｿｰﾗｰﾀｲﾏｰ ○ ○ ○ ○
駐車場 − ○ ｿｰﾗｰﾀｲﾏｰ ○ ○
回廊・イベント広場 − ○ ｿｰﾗｰﾀｲﾏｰ ○ ○ ○ ○
入口ゲート − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

照明点滅管理 電
 
 
 
話

電気設備諸元表
凡例
〇：適⽤する

防  犯
テ
レ
ビ

映
像
音
響

誘導支援コ
ン
セ
ン
ト

専
⽤
分
電
盤

情
報
コ
ン
セ
ン
ト

 拡  声

外
 
 
構

観
光
タ

ー
ミ
ナ
ル
棟

物
販
棟

棟･階･
区分

室 名

飲
食
棟

照度
[Lx]
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３ 電力設備計画
幹線・動力設備工事
・展示棟２階の電気室に設置した受変電設備から各棟（展示棟・事務所棟・観光 ・設計照度は「JIS Z9110 照度基準」に準ずる。主な室の器具タイプ及び設計照度は
 ターミナル棟・飲食棟・物販棟）に設置する電灯分電盤及び動力盤に幹線ケー  下表の通りとする。
 ブルを布設する。また、イベント広場に設置するイベント盤や駐車場外灯盤、 表−１ 主な室の器具タイプ及び設計照度
 入口広場外灯盤へ幹線ケーブルを布設する。
・別棟となる観光ターミナル棟、飲食棟、物販棟については地中埋設配管にて
 各棟に設置する電灯分電盤及び動力盤に電源を供給する。
・常設展示室については演出照明・映像機器⽤の専⽤分電盤を設置する。
 (盤以降は別途工事)
・電力ケーブルは環境に配慮したエコケーブルの採⽤とする。

動力⽤：三相３線式 210Ⅴ
電灯コンセント⽤：単相３線式 210/105Ⅴ

・ケーブルサイズは電圧降下や許容電流や基準値以内になるように選定する。
・各棟ごとに電力使⽤量が計測できるように電灯・動力盤に電力メーターを設置 ・共⽤部、外灯についてはスケジュール制御や自動点滅器による点滅も検討する。
 する。 ・共⽤部分の照明については事務室内列盤の盤面集中リモコンスイッチによる監視点滅が
・各棟ごとに電気、水道、ガス使⽤量が計測できるように集中検針装置を設置す  可能とする。
 る。 ・トイレ照明については人感センサーによる点滅制御とし、出来る限り省エネを図る。

・企画展示室の展示照明は別途展示工事とし、配線ダクトを本工事とする。配線ダクトの
受変電設備工事  配置・数量は実施設計にて行うこととする。
・塩害及び水害を考慮し展示棟２階電気室内にキュ−ビクル方式にて高圧受変電
 設備を設置する。 ② 防災照明設備
・変圧器にはＪＥＭ１４８２規格とし変圧器容量は需要率を十分検討し、また ・消防法に基づき必要とされる箇所への避難口誘導灯・通路誘導灯または誘導標識を設置
 将来の電力の負荷増も考慮して容量を設定する。  する。

・避難口誘導灯・通路誘導灯の光源はＬＥＤを採⽤する。
発電機設備工事 ・建築基準法に基づき各居室及びホール・廊下に設置する。
・今回、発電機設備は設置しない方向とする。 ・非常照明はコスト及びメンテナンスを考慮して、蓄電池内蔵型とする。
・実施設計の段階で発電機の要否を再検討することとする。

③ コンセント設備
電灯コンセント設備工事 ・コンセントについては、壁・床等に必要目的に応じ設置する。
① 電灯設備 ・事務室についてはＯＡフロアーコンセントとし、レイアウト変更に対応し易い方式とする。
・効率が良く省エネルギーを図るためＬＥＤを主体とした照明器具を採⽤する。
・照明器具の選定は⽤途、機能、意匠性を考慮して器具を選定する。 ④ 構内配電線路工事
・照明器具の設置場所は維持管理が容易な高さ・位置に配慮した計画とする。 ・沖縄電力より、高圧３相３線６．６ｋＶ６０Ｈｚ１回線受電が可能な設備とする。

・電力引込み方法は県道からの地中引込みにて取込み、埋設配管にて施設へ取り込み、
 展示棟２階電気室の高圧受電盤まで高圧ケーブルを布設する。

➄ 急速充電器、イベント電源設備
・近年、急速に普及してきている電気自動車の充電⽤として駐車場に急速充電設備
 （５０ｋWタイプ）を２台設置する。
・屋外でのイベント開催時の電源として３カ所にイベント⽤分電盤を設置する。

２００Lx

(4)

３００Lx
３００Lx

埋込み型

器具タイプ
ダウンライト
ダウンライト
埋込み型

設計照度
３００Lx
３００Lx
７５０Lx
３００Lx

物 販 店 舗
ト イ レ

(2)

(3)

ペンダントライト
ペンダントライト
ダウンライト

展示棟ホール
展示棟展示室
事 務 室
観光ターミナ
飲食スペース

(1)

室 名 称
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４ 通信・情報設備計画
構内交換設備 拡声設備
・配管、通信ケ−ブル及び各階の弱電端子盤及び末端のアウトレットまでを今回 ・１階事務室内弱電列盤に非常兼業務⽤放送設備ラック架を設置し、消防法に基づき
 工事とする。  各居室、共⽤部にスピーカーを設置する。
・各室の電話機、電話交換機及びシステム構築については別途工事とする。 ・観光ターミナル内へ業務⽤リモ−トマイクを設置し、施設案内放送が可能なよう計画する。
・電話交換機は１階事務室の弱電総合列盤内に設置できるよう盤サイズを選定 ・音響設備が設置されるステージ等は非常放送時の対応として電源制御器（ｶｯﾄﾘﾚｰ）を設置
 する。  する。
・弱電端子盤がＥＰＳ内に設置されているため、埋設配管が集中しコンクリート
 躯体強度が低下しないように可能な限り壁内で配管を天井内に立上げ、天井 自動火災報知設備
 コロガシ配線で通信ケーブルをＥＰＳ内まで布設する。 ・消防法に基づき１階事務室内列盤に受信機（Ｐ型１級複合盤）を設置する。

・感知器は熱感知器を主体とし、ホールや廊下等については煙感知器を設置する。
構内情報通信網設備 ・警戒区域の設定は基本的に棟毎に行う計画とする。
・配管、通信ケ−ブル及び各階の弱電端子盤及び末端のアウトレットまでを今回
 工事とする。 監視カメラ設備
・情報機器のルーターやＨＵＢ及びシステム構築については別途工事とする。 ・施設の敷地出入口や各棟出入口等の外部から侵入しやすい場所に監視カメラを設置し、
・展示棟ホール、事務室の天井面に無線ＬＡＮ⽤のＬＡＮケ−ブル設置する。  施設の安全性を高める計画を行う。その他安全対策セキュリティー上必要と思われる個所
・施設来客者へのサービスとしてフリーＷｉＦｉの導入についても検討する。  に監視カメラの設置を検討する。

・保管庫や一時保管庫等施設管理上、重要な箇所に監視カメラを設置し施設の防犯対策を
映像・音響設備  行う。
・展示棟のステージやホールにプロジェクタ･電動スクリ−ン、音響設備を設置 ・１階事務室内に監視カメラ主装置・モニタ−・ＨＤＤ録画装置を設置し、施設の監視を
 する。  行う。
・飲食スペースの多目的室でのイベント開催を考慮してプロジェクタ･電動スク テレビ共同受信設備
 リ−ン、音響設備を設置する。 ・展示棟屋上にＵＨＦアンテナ・ＢＳアンテナ設備を設置して各棟の居室等必要箇所へ

 テレビの受信ができるようＴＶ端子を設置する。
誘導支援設備 ・ＴＶ端子の設置箇所は別紙「電気設備諸元表」参照。
① トイレ呼出表示設備
・各棟の多目的トイレや女子トイレに呼出押ボタン・廊下灯及び復旧ボタンを 機械警備設備
 設置し、呼出表示器（５窓）を１階事務室内に設置し、緊急時に対応する。  ・機械警備設備一式については別途工事とし、空配管、埋込みボックスを本体工事とする。

・機械警備の設置個所、数量については実施設計において警備会社と調整し施工するもの
② インタ−ホン設備  とする。
・事務所棟の入口にカメラ付子機を設置し、モニタ−付親機を１階事務室内に設置し、
 来客者時の対応を行う。 入退室管理設備工事

・保管庫や一時保管庫等の施設管理上重要な室について入退室管理設備を設置し出入りの
 管理を行う。
・扉に電気錠（別途、建築工事）を設置し、入口及び出口にカードリーダーを設け入退室を
 管理する。

(8)

(9)

(10)

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)
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カメラタイプ スタンドアローンタイプ（独立型） 通常タイプ 備  考

概略仕様 カメラ本体に録画機能有り 録画機能は別途、事務室等に設置

配線の必要無し 配線が必要

イニシャルコスト
（直接工事費）

カメラ単価 約５０万円 約１５万円

カメラ台数 約５００万円 約１５０万円

録画装置、モニター等 − 約３００万円
文化施設のカメラ⽤としていずれに
しても設置は必要

配管配線工事
1000mと仮定

− 約１4０万円 ｍ当り1400円と仮定

カメラ⽤ポール・基礎 約３００万円 約３００万円 １本当り30万円と仮定

合計 約８５０万円 約８９０万円 電源⽤の配管配線は含まない

メリット 独立型なので通信⽤ケーブルが不要 常時監視しているので、人や車の状況

必要な場所に追加が容易に出来る が把握出来、即時対応が可能となる

デメリット 常時監視していないので、人や車の状況 事前に設置予定場所への配管工事が

が把握出来ない 必要となる

文化施設⽤の監視をするため、モニタ−や 通信⽤のケーブルが必要となる

録画装置が必要となり工事費が大きくなる
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５ 消防設備一覧表

建 物 概 要 予 防 初  期  消  火 警報・通報 避難・誘導 拡大防止 消防隊専用消火設備 その他
防火対象物 耐火性能

⽤途 階 主 床 収 無 床
階数 数 要 面 容 窓
高さ ⽤ 積 人 階

途 数

住⼾数 ⼾

ｍ2 合計
建築面積 ｍ2 2 一般構造

ｍ2 階 ｍ2 人

一般構造

16項ロ 1 展示棟 ● ● ● ● ● ● ●

(8項･15項) 2 事務所棟 ● ● ● ◎ ● ● ● ●

小計

2.観光ﾀｰﾐﾅﾙ棟 15項 1 外部トイレ ● ◎ ◎

2 観光ﾀｰﾐﾅﾙ ● ◎ ◎

小計

3.飲食棟 3項ロ ● ◎ ●

4.物販棟 4項 1 ● ◎ ◎

自家発電

蓄電池 ● ● ● ●

専⽤受電 ●

備    考

管理室 監視、操作、故障

監視、操作、故障

予備電源の種別

85㎡

103㎡

188㎡

416㎡

244㎡

1.展示棟・事務所棟 1,804㎡

480㎡

2,284㎡

時
間

時
間

時
間

時
間 分延床面積

敷地面積

防
火
水
槽
等
・
採
水
口
・

総
合
操
作
盤

地上2階

非
常
⽤
エ
レ
ベ

ー
タ

ー

非
常
⽤
乗
降
ロ
ビ

ー
の
排

非
常
⽤
進
入
口

（代
替
進
入

屋
上
緊
急
離
発
着
場
等

ガ
ス
緊
急
遠
隔
遮
断
装
置

煙
感
知
器
連
動
防
火
ダ
ン

連
結
散
水
設
備

連
結
送
水
管
・
ポ
ン
プ
・
有
・
無

非
常
コ
ン
セ
ン
ト
設
備

消
防
⽤
水
・
採
水
口
付
・
ポ
ン
プ
・
有

誘
導
標
識

非
常
⽤
照
明

排
煙
設
備
・
自
然

排
煙
設
備
・
機
械

可
動
垂
れ
壁

防
火
⼾

（区
画
を
形
成
す
る
も
の
に
限
る

）

特
別
避
難
階
段

特
別
避
難
階
段
附
室
の
排

避
難
⽤
タ
ラ

ッ
プ
等

避
難
⽤
バ
ル
コ
ニ

ー

屋
上
避
難
広
場

避
難
口
誘
導
灯
・
通
路
誘

自
動
火
災
報
知
設
備
・
共
同
住
宅

ガ
ス
漏
れ
火
災
警
報
設
備

ガ
ス
漏
れ
警
報
機

火
災
通
報
装
置

屋
内
避
難
階
段

屋
外
避
難
階
段

不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備

ハ
ロ
ゲ
ン
化
消
火
設
備

非
常
電
話

非
常
放
送
設
備

自
動
火
災
報
知
設
備

屋
外
消
火
栓
設
備

屋
内
消
火
栓
設
備
･
1
号

ス
プ
リ
ン
ク
ラ

ー
設
備

補
助
散
水
栓

泡
消
火
設
備

移
動
式
粉
末
消
火
設
備

外
壁
・
非
耐
力
壁

内
装
制
限

防
炎

防
火
区
画

消
火
器

厨
房
⽤
自
動
消
火
設
備

勝連城跡周辺文化観光
施設基本設計

8項・15項・3項・4項

博物館・飲食・物品販売・事務所 柱
及
び
梁

間
仕
切
り
壁
・
耐
力
壁

外
壁
・
耐
力
壁

31ｍを越える階 −

名称
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６ 照明設備計画
外構照明計画

  

1. 外構の照明については周囲の景観に配慮し、出来る限り照明器具が目立たない器具を選定する。
2. 照明器具のランプ色については植栽が鮮やかに見えるようなランプの選定や周囲の雰囲気に合わせた色温度のランプを採用する。
3. 回廊については建築意匠計画と調和を図り埋込み型アッパーライトを採用し、植栽への照明器具は全体の外構計画と整合性を図り、アッパーライトを選定する。
4. 植栽がない歩行路については器具高さの低いフットライトを採用し、周囲の景観に配慮した。

(1)

植栽の照明器具

歩行路の照明器具

回廊の照明器具

展示棟壁面の照明器具

歩行路の照明器具
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展示棟照明計画
展示棟

展示棟の照明については建築意匠との調和が重要と考え
るので実施設計時おいて十分調整し、器具を選定する。

展示室の展示照明・演出照明は別途、展示工事となる。
  一般照明は展示設計との調和が重要であり、実施設計時

において十分調整し、器具を選定する。

 

１.

2.

(2)

ホールの照明器具

倉庫の照明器具

ステージの照明器具

廊下・トイレ照明

常設展示室の展示照明

企画展示室の展示照明
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飲食・物販棟照明計画
物販棟

1. 飲食・物販棟の照明については天井仕上げ材を
設けないことから配線ダクトを設置し、スポット
ライトにて照射する方式とする。

2. 飲食スペースにはペンダントライトを設置し、
レストランの雰囲気を考慮して器具を選定する。

3. 飲食・物販の照明器具選定は建築意匠との調和が
重要視されるので、実施設計時おいて十分調整し
器具を選定する。

  飲食棟

(3)

店舗の照明器具

倉庫の照明器具

店舗の照明器具

飲食スペースの照明器

厨房の照明器具

飲食スペースの照明器
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事務所・観光ターミナル棟照明計画
事務所棟 観光ターミナル棟

1. 事務所棟の事務室、書庫等の照明については一般的なＬＥＤベース照明器具を選定する。

2. 事務所棟の廊下、トイレ及び観光ターミナル棟の観光スペース、トイレ照明についてはダウンライトとする。

3. 保管庫・一時保管庫の照明は展示保管物への紫外線等の影響に配慮したＬＥＤランプを採用を検討する。

(4)

保管庫の照明器具
直付型ＬＥＤ

事務室の照明器具
埋込型ＬＥＤ

応接室の照明器具
埋込スクエア型ＬＥＤ

観光ﾀｰﾐﾅﾙの照明器具
ダウンライト

トイレの照明器具

ﾚﾝﾀｻｲｸﾙの照明器具
直付型ＬＥＤ

植栽帯の
庭園灯
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Ⅴ 機械設備基本計画
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１ 基本方針・概要

基本方針（基本コンセプト） 工事種目
下記の方針に基づき機械設備の基本設計を行う。

① 空調設備工事
① 安全性・信頼性
・ 機器の仕様及び配置については事故等の防止に十分配慮した計画を行う。 ② 換気設備工事

・ 機器等は地震時においても落下・転倒等により危険の生じない計画とする。 ③ 衛生器具設備工事

・ ⻑期の使⽤に耐えうる機器を選定する。また、塩害による影響も考慮した仕様を ④ 給水設備工事
計画する。

⑤ 排水設備工事
② 効率性・機能性
・ 高効率空調機や、潜熱回収型の給湯器など省エネルギーを考慮した機器・衛生 ⑥ 給湯設備工事

器具等の採⽤を積極的に採⽤する。
⑦ ガス設備工事

・ 熱交換器を採⽤し空調負荷を低減する。
⑧ 消火設備工事

・ 地球環境を考慮し、空調機冷媒ガスは、オゾン層破壊係数ゼロの新冷媒機器を
採⽤する。 ⑨ 厨房設備工事

法規チェック
① 建築基準法

施行令 第129条の2の5  給水、排水その他の配管設備
施行令 第129条の2の6  換気設備

② 消防法
消防令 第5条 対象下記設備等の位置
消防令 第10条 消火器具
消防令 第12条 屋内消火栓設備

(1)

(2)

(3)
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2 機械設備諸元表-1

温
度
℃

湿
度
％

給
気

排
気

高
効
率
セ
パ

レ

ー
ト
方
式

高
効
率
ビ
ル

マ
ル
チ
方
式

授乳室 26 50 − 機械 − ○ ○ − − ○ − − − ○ −
ＷＣ − − − 機械 − − ○ − − ○ − ○ ○ − −
倉庫 − − 自然 機械 − − − − − − − − − − −
企画展示室 26 50 機械 機械 − ○ − − − − − − − − −
常設展示室 26 50 機械 機械 − ○ − − − − − − − − −
ホール 26 50 自然･機械 機械 − ○ − − − − − − − − −
シアタースペース 26 50 機械 機械 − ○ − − − − − − − − −
受水槽室 − − 自然 機械 − − − − − − − − − − −
キュービクル室 35 − 自然 機械 − − − − − − − − − − −
倉庫 − − 自然 機械 − − − − − − − − − − −
応接室 26 50 自然 機械 − ○ − − − − − − − − −
事務室 26 50 機械 機械 − ○ ○ − − ○ − − − ○ −
楽屋 26 50 機械 機械 − ○ − − − − − − − − −
ロッカー（女） 26 50 − 機械 − ○ − − − − − − − − −
ロッカー（男） 26 50 − 機械 − ○ − − − − − − − − −
一時保管庫 26 55 − 機械 ○ − − − − − − − − − −
保管庫 26 55 − 機械 ○ − − − − − − − − − −
シャワー（女） − − − 機械 − − ○ ○ − ○ − − − − ○
シャワー（男） − − − 機械 − − ○ ○ − ○ − − − − ○
書庫/倉庫 − − 自然 機械 − − − − − − − − − − −
前室 26 55 自然 − ○ − − − − − − − − − −
機械室 − − 自然 機械 − − − − − − − − − − −

シ

ャ
ワ

ー

機械設備諸元表
凡例
〇：適⽤する

棟･階･
区分

室 名
給
 
水

温湿度条件 換気条件 空調方式

ガ
 
ス

排
 
水

給
 
湯

手
洗
・
洗
面

計
 
量

便
 
器

流
し
台

展示棟
（1階）

展示棟
（2階）

事務棟
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2 機械設備諸元表-2

温
度
℃

湿
度
％

給
気

排
気

高
効
率
セ
パ

レ

ー
ト
方
式

高
効
率
ビ
ル

マ
ル
チ
方
式

男子トイレ − − 自然 機械 − − ○ − − ○ ○ ○ ○ − −
多目的トイレ − − 自然 機械 − − ○ − − ○ − ○ ○ − −
キッズトイレ − − 自然 機械 − − ○ − − ○ − ○ ○ − −
授乳室 26 50 自然 機械 ○ − ○ − − ○ − − − − −
女子トイレ − − 自然 機械 − − ○ − − ○ − ○ ○ − −
レンタサイクル − − 自然 機械 − − − − − − − − − − −
控え室 26 50 機械 機械 ○ − ○ ○ ○ ○ − − − ○ −
観光ターミナル 26 50 機械 機械 ○ − − − − − − − − − −
厨房 28 50 自然 機械 ○ − ○ ○ ○ ○ − − ○ − −
倉庫 − − 自然 機械 − − − − − − − − − − −
トイレ（女） − − − 機械 − − ○ − − ○ − ○ ○ − −
多目的トイレ − − − 機械 − − ○ − − ○ − ○ ○ − −
飲食スペース 26 50 機械 機械 ○ − − − − − − − − − −
多目的スペース 26 50 機械 機械 ○ − − − − − − − − − −
物販店舗 26 50 機械 機械 ○ − − − − − − − − − −
多目的トイレ − − − 機械 − − ○ − − ○ ○ ○ ○ − −
内部倉庫 − − 自然 機械 − − − − − − − − − − −
外部倉庫 − − 自然 機械 − − − − − − − − − − −

計
 
量

便
 
器

手
洗
・
洗
面

流
し
台

シ

ャ
ワ

ー

機械設備諸元表
凡例
〇：適⽤する

棟･階･
区分

室 名

温湿度条件

排
 
水

観
光
タ

ー
ミ
ナ
ル
棟

飲食棟

物販棟

換気条件 空調方式

給
 
水

給
 
湯

ガ
 
ス
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3 機械設備計画

空調設備工事 換気設備工事
・ 本施設は、各棟によって諸条件が異なるので省エネルギー性、経済性、立地性等 ・ 熱、湿気、臭気、汚染空気の除去、シックハウス対策など、各室の換気目的にあった

を考慮して各棟に見合った空調方式で計画する。 換気方式・換気量を設定する。

・ 室内機は、基本的に天井カセット形とするが各棟の形状に見合った形で計画する。 ・ 居室は基本的に熱交換器を⽤いて第１種換気方式で計画するが倉庫、便所は、第３種
換気方式で計画する。

・ 屋外に設置する室外機は、塩害による腐食を考慮し耐塩害処理を施す。

・ 諸条件 外気条件 夏季：温度 32.8° 相対湿度 68.3％ 衛生器具設備工事
室内条件 夏季：温度 26.0° 相対湿度 50.0％ ・ ⽤途に応じた器具を選定し、丈夫で安全性で操作のしやすいものを選定する。

・ ユニバーサルデザインに基づいた器具の配置や高さを計画する。
空調方式

・ 事務所棟 ・ 衛生器具は、資源の有効利⽤を考慮し節水型器具を採⽤する。
収蔵庫、一時保管庫は、他の部屋とは切り離し高効率セパレート方式とし、湿度
管理ができるように計画する。 ・ 洗面器の水栓は、手動式とする。

・ 事務室、楽屋、会議室等は、高効率ビルマルチ方式で計画する。 ・ 必要器具数の算定
300,000人（基本計画より）

・ 展示棟 A 年間利⽤者数
空調する面積が広いので、高効率ビルマルチ方式で計画する。 B 1,171人（H28年最多来場者数）/171,878人（H28年来場者）＝0.0068

A×B＝2,040人（想定最多来場者/日）
・ 常設展示室及びホールの室内機は、天井ビルトイン方式、企画展示室、２F照明 男女比1：1とし必要器具数を算定する。 ※給排水衛生設備基準・同解説

等設備スペースは天井カセット方式で計画する。

・ 観光ターミナル・トイレ棟
高効率セパレート方式で計画する。

・ 飲食棟
高効率セパレート方式で計画する。

・ 物物品販売等棟
高効率セパレート方式で計画する。

(2)

(4)

(1) (3)

観光
ﾀｰﾐﾅﾙ棟

展示棟 事務棟 飲食棟 物販棟 合計

男子大便器 1,020 7 4 2 1 ー 7
男子小便器 〃 6 6 3 2 ー 11
男子洗面器 〃 5 4 3 1 ー 8
女子便器 1,020 10 6 2 2 1 11
女子洗面器 〃 6 5 3 1 1 10

2 1 1 1 5
2 1 1 1 5

設置器具数

多目的･キッズ便器

多目的･キッズ洗面器

想定人員 必要器具数
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給水設備工事
・ 前面の道路に敷設されている水道本管(DIPφ750）から分岐して適切な口径で敷地内へ

引き込み、展示棟２階の機械室の受水槽に貯水し以降の給水必要箇所へ給水ポンプにて
加圧給水方式で供給する。

・ 給水設備は、必要水量を必要圧力で衛生的に供給できるよう計画する。

・ 給水系統は上水と雑用水（別途工事）の２系統とする。

・ 上水（市水） ：飲用水、洗面、手洗い用、トイレ洗浄用、添付厨房用に使用する。

・ 雑用水（農業用水）  ：散水用に使用する。

・ 上水の給水方式は、施設の規模、用途等を考慮して水道直結＋高架水槽(受水槽）
方式とする。

・ 各棟毎に量水器(子メーター)を設け使用水量が計測できるようにする。

・ 給水量は、給水量計算書参照
※給水量は実施設計時に再計算を行うものとする。

・ 受水タンク容量は、15ｍ3で計画する。

(5)

時 間 最 大 貯 蔵 時 間 タンク容量
予 想 給 水 量

QHM[L/h] t1[h] QTW[m3]
受水タンク 7,386 2 15  2時間分確保（設計基準通り）

3×3×1.7Ｈ

ポンプ直送方式の場合 管種 塩化ビニルライニング

タ

ン

ク

用 途 計 算 式

受水タンク
QTW=QHM･t1/1,000

1回当り使用水量 1 時 間 当 り 器 具 数
q 使 用 回 数 N

[L/(回･個)] n [回/h] [個]

大便器（タンク） 9 9 20
小便器 3 16 10
洗面器 10 9 19
手洗い器 3 16 2

●多目的便所 8
大便器（FV) 10 9 3
洗面器 10 9 3

冷 凍 機 能 力 1kW 当 た り 補 給 水 係 数
冷 却 水 量

HRC[kW] qc[L/(min･kW)] K3

時 間 平 均 予 想給 時間最大使用係数 時間最大予想給 瞬間最大使用係数 瞬 時 最 大 予 想 給
水量 Qh[L/h] 水 量 水量 Qｐ[L/min]

Qh=Qhm/K1 K1  Qhm [L/h] K2 Qｐ=1/60･K2･Qhm
生 活 用 水 2,223 2 4,446 2.5 185

時間平均補給水量 時間最大使用係数 時 間 最 大 補 給 瞬 時 最 大 補 給
水量 Qchm[L/h] 水量 Qcp[L/min]

Qch [L/h] K4 Qchm=K4･Qch Qcp=1/60･Qchm
冷 却 塔 補 給 水

時 間 平 均 予 想給 時間最大予想給 瞬 時 最 大 予 想 給
水量 Qxp[L/min]

水量 Qxh[L/h] 水量 Qxhm[L/h] Qxp=1/60･Qxhm
飲食 2,940 1.0 2,940 1.0 49.0

(様式 機-47参照)

時 間 平 均 予 想給 時間最大予想給 瞬 時 最 大 予 想 給
水量 QH[L/h] 水量 QHM[L/h] 水量 QP[L/min]

QH=Qh+Qch QHM=Qhm+Qchm QP=Qp+Qcp
+(Qxh) +(Qxhm) +(Qxp)

集 計 5,163 7,386 234

給排水衛生設備(上水)
給 水 量 計 算

給水器具数により生活用水を算定する場合

器 具 種 別
時 間 最 大 予 想 給 水 量

生

活

用

水

96
1,710

270
270

qhm [L/h]
qhm=q･n･N

1,620

合 計 Qch

480

給

水

量

計

算

用 途

用 途

用途 時間最大使用係数 瞬間最大使用係数

合 計 Qhm 4,446
冷
却
塔
補
給
水

冷 凍 機 形 式
時 間 平 均 補 給 水 量

Qch[L/h]
Qch=60･K3･qc･HRC
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排水設備工事 消火設備工事

・ 建物内汚水・雑排水は合流方式とし、自然流下にて敷地内の汚水配管（別途工事）へ ・ 防火対象物の⽤途区分は消防法令別表第１により7項で計画する。
接続し公共下水道へ放流する。 展示棟・事務棟：第16号（ロ） （8項、15項）

観光ターミナル棟：15項
・ 屋外の手洗い場、足洗い場等については、砂や落ち葉等の排水管への侵入を防止し 飲食棟：3項（ロ）

雨水配管へ接続する。 物販棟：4項

・ 厨房からの排水は、阻集器（グリーストラップ）を通して排水管へ流す。 ・ 消火設備は、消火器、屋内消火栓設備、不活性ガス消火設備(任意）で計画する。
屋内消火栓は、易操作性１号消火栓を⽤いる。

給湯設備工事 ・ 消火ポンプ及び不活性ガス消火設備は、事務室棟の機械室に設置し不活性ガス消火
設備は機械室を区画し専⽤の部屋とする。

・ 厨房、シャワー⽤に給湯する。
・ 消火水槽は機械室の地下ピットに設け6.5ｍ3以上の容量を確保する。

・ 給湯方式は基本的に省エネにも考慮し、潜熱回収型ガス給湯器を採⽤し局所式で
計画する。 ・ 収蔵庫、一時保管庫は、重要文化財等を保管するので不活性ガス消火設備で計画

する。
・ ガス給湯器は屋外設置型とし、悪戯防止⽤に配管カバー付とする。また、塩害を

考慮し防錆処理塗装を施す。 ・ 屋内消火栓・消火器ＢＯＸは、転倒による怪我やいたずら防止に配慮し、基本的に
埋込式で計画する。

ガス設備工事 ・ 消防⽤水については、近くに消火栓があるの今回は計画しない。
※実施設計時に再度調整する。

・ 調理器具、ガス給湯器に利⽤する。

・ ガス設備は、ガス事業法、液化石油ガス保安規則、ガス機器の設置基準及び実務 厨房設備工事
指針等に基づいて計画する。

・ 厨房機器、作業台等は、腐食性を考慮し基本的にステンレス製とする。
・ ガスは使⽤する棟毎にガスボンベを設置し、転倒による怪我やいたずら防止に

配慮しフェンス等で覆う。 ・ 厨房機器は、食種形態に合わせて機器を選定し基本的に汎⽤品で計画する。

・ ガスボンベは、ガス給湯器・電気開閉器等との離隔距離を２ｍ以上確保する計画 ・ 燃焼器具は、ガス式で計画する。
とする。
離隔距離が確保できない場合は、防火上有効な障壁を設けて対応する。

(7)

(8)

(9)

(10)

(6)
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4 空調方式比較表

■空調方式総合比較表
方式

項目
A方式（ビル用マルチ方式(高効率)） B方式（ビル用マルチ方式(標準)） Ｃ方式（セパレート方式(高効率)） D方式（セパレート方式標準)）

システムフロー図

利⽤条件への対応 〇 〇 〇 〇

設備概要
・１次エネルギーは電気。
・高効率機器である。

・１次エネルギーは電気。
・イニシャルは安価な機器である。

・１次エネルギーは電気。
・高効率機器である。

・１次エネルギーは電気。
・イニシャルは安価な機器である。

設置条件への対応 ◎ ◎ × ×

環境への配慮 △ × ◎ 〇

ランニングコスト △ × ◎ 〇

イニシャルコスト 〇 ◎ × △

一次エネルギー消費量 △ × ◎ 〇

ライフサイクルコスト △ × ◎ 〇

総合評価 ◎ × 〇 △

採⽤ 展示棟 観光ターミナル・飲食・物販棟

RF

R

3F

2F

1F

R

R

室外機

室内機

室内機

室内機

R

R

RR

R
R

RF

R

3F

2F

1F

R

R

室外機

室内機

室内機

室内機

電 電 電

RF

R

3F

2F

1F

R

R

室外機

室内機

室内機

室内機

電 電 電

RF

R

3F

2F

1F

R

R

室外機

室内機

室内機

室内機

R

R

RR

R
R
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Ⅵ 外構基本計画
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1 植栽計画

■ 目的
植栽は、文化観光施設の主要な機能の一つである自然的環境の確保・提供にあって、自然条件や植物の特性を配慮しつつ、施設の目的に適した快適かつ合理的な植栽空間を整備する
ことを目的とする。

■ 上位計画
上位計画においては、自生種を中心に植栽し、また、うるま市の花「サンダンカ」やうるま市の木「リュウキュウコクタン」を推奨している。

○ うるま市みどりの基本計画（平成22年3月 うるま市）
施設緑地の方針【Ｐ.40】 基本方針Ⅲ 地域とともに大切なみどりを育てる【Ｐ.48】 市の花「サンダンカ」

市の木
「リュウキュウコクタン」

■ 植栽計画フロー図

自然的条件の把握

勝連城跡付近にある植栽の把握

植栽の抽出

自生種かつ勝連城跡付近
にある植栽による2次選定

選定された植栽の整理
・高木／中木／低木

自然的条件による

植栽の特性整理

植栽の配置計画
目的・機能条件
・空間的条件

植栽の追加
・各関係機関との協議による提案植栽
・本設計周辺の植栽計画との調和
・観葉植物（市内外の来場客へのめずらしい植栽の景観提供）
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■ 自然的条件の把握
位置と気象状況 土壌分布

・ 本業務が位置している勝連半島は、沖縄本島中部東海岸から太平洋に突き出した ・ 沖縄本島の代表的な土壌として、国頭マージ、島尻マージ、ジャーガルがあり部分的
半島で、北は金武湾、南は、中城湾に面している。 に沖積土壌が存在する。

・ 気象は亜熱帯海洋性気候に属し、月別の平均気温が17℃から29℃、年間降水量は 本業務は、島尻マージに位置している。
約1900mmで、年間を通じて温暖な気候となっている。 ・ 島尻マージ

・ 5月頃から6月にかけて本格的な梅雨時期となり、梅雨時期をすぎると、毎年多くの 〇概要
台風が接近する。 琉球石灰岩が風化してできた粘土質の土壌である。

〇分布
風向き 沖縄本島中南部及び宮古島を中心に分布する。

・ 本業務箇所は、勝連城跡の北東側の低地部に位置しており、春季から秋季にかけ 〇特徴
て、多く吹く、南南東〜⻄南⻄からの風向きは、勝連城跡の高い丘（標高差約40ｍ） 色は、赤褐色で、弱酸性から弱アルカリ性を示す。
よって、ある程度遮られるものと想定され、秋季から冬季に吹く、北北⻄から北北東 透水性が良く、根茎の作物に適しているが、晴天が
からの風向きに対しては、留意する必要がある。 続くと直ぐに乾燥してしまうため、安定した灌水

設備が必要である。アルカリ性が強いため、酸性を
好む果樹（パイナップル等）の栽培に不向きで、
野菜の栽培に適している。

勝連城跡頂上部から眺望風景
 勝連城跡の頂上部から見下ろした眺望風景において、見える植栽は、大部分が
「オオバキ」であり、部分的に「ガジュマル」、「ハマイヌビワ」が点在する。

地形
本業務位置の標高は、約44ｍで隣接する
県道16号線側から背面にあるももと池に向
けて緩やかな下り勾配となっている。
本業務位置の⻄南側には、勝連城跡があり
急勾配の斜面を呈している。標高は最大で
98ｍと急勾配の斜面を呈している。標高は
最大で98ｍと、本業務より約54ｍの高低差
がある。
本業務位置の北⻄側には、土地改良区が広
がっており、海岸線に向けて緩やかな傾斜
を呈している。
本業務位置の東側は、県道10号線に向けて 「ガジュマル」 「オオバキ」 「ハマイヌビワ」
緩やかな上がり勾配となっている。

「オオバキ」

(1) (4)

(2)

(3)

(5)

ももと池

変電所

本設計範囲
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■ 勝連城跡付近にある植栽及び自生種の把握 図①
・ 勝連城跡付近の植物については、「史跡勝連城跡保存管理計画 平成28年3月 

市教育委員会」を参考とした。
本文献には、下記の植栽に関する記録がとりまとめられている。
○ 昭和54（1979）年にまとめられた⻲⼭朝治「勝連城跡の植物目録」
○ 勝連城跡坂道付近及びアコージガー一帯と近傍のユビタ池近傍の3箇所を対象

とし平成24〜26（2012〜2014）年度に確認された植栽。

ユビタ池近傍（現在のももと池）
勝連城跡内
アコージカー

・ 自生種については、記録のある「琉球の樹木著者：大川智史理学博士、協力：
琉球大学、沖縄美ら島財団」を参考とした。

・ 本設計においては、歴史的な物語性を考慮して、上記の文献より、自生種かつ
勝連城跡周辺に古くからある植栽を抽出し、植栽選定の目安とする。

■ 植栽の抽出
植栽は、流通コスト及び環境負荷縮減の観点から、県内で流通している植栽を抽出
するものとし価格掲載のある沖縄県実施単価及び積算資料、建設物価の中から選定
する。

■ 植栽の特性整理
植栽の特性として、「葉の種別」、「陰陽度」、「乾湿度」、「成⻑度」、
「潮風性」、「土壌」、「開花時期」について整理する。

■ 自然的条件による植栽の1次選定
前記の植栽の特性について、現場に合致する植栽を1次選定する。

■ 自生種かつ勝連城跡付近にある植栽による2次選定
植栽1次選定の中から自生種かつ勝連城跡付近にある植栽を中心に2次選定を行う。

■ 選定された植栽の整理
選定された植栽について、高木、中木、低木、樹高、主な用途毎に整理し、植栽
配置計画の資料とする。（図①参照）

節間が⻑く伸びが早い為、線密な芝になりにくい。 葉幅が広く、地表面を覆い、雑草進入を防ぐ。
耐寒性が高い。 耐陰性、繁殖性、耐塩性が高い。
葉が硬いので、直接座るとチクチク感がある。 葉質が柔らかく座ってもチクチクしない。

本設計では、経済性では若干劣るが、施設利用者が快適に利用できることを考慮し、
葉質が柔らかく肌触りがよいこと、又、維持管理を考慮し、耐陰性、繁殖性、耐潮性に
優れているセントオーガスチングラスを採用する。

特徴

採用

- ○

種類 野芝 ｾﾝﾄｵｰｶﾞｽﾁﾝｸﾞﾗｽ
経済性 3866円/m2 4158円/m2
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■ 植栽の間隔
(1)高木・中木

早 中 遅
○ ≒ ≒

○ ≒ ≒
○ ≒ ≒

○ ≒ ≒
○ ≒ ≒
○ ≒ ≒

○ ≒ ≒
○ ≒ ≒
○ ≒ ≒

○ ≒ ≒
※ 望ましい枝張/樹高は、「沖縄県道路緑化基本マニュアル」を参考とした。
※ 植付時の樹高は、早期の目標樹木形成を目的として、県内で流通している（価格掲載がある）樹木規格の最大高とした。
※ 植栽間隔は、枝張りの重なりによる剪定作業が生じないよう、枝張り幅とし、間隔は、0.5ｍピッチとした。
※ 沖縄県の最大樹高については、美ら島財団の施設管理者への質疑回答により、15ｍに設定した。（台風などの影響で最大で15m程度しかならない）
※ 本設計では、下図を参考に完成目標（生育期間）10年と設定し、その後は、維持期間として設定した。但し、早期の植栽機能を有する必要がある場合は、植付時の間隔とする。
※ 完成目標の樹高については、下図を参考に設定した。
○ 成⻑度（早・中）について下図の樹高上部を参考とした。 ○ 成⻑度（遅）について下図の樹高下部を参考とした。

「緑化・植栽マニュアルP.114」

(2)低木
ゲッキツ・フヨウ・リュウキュウハギ等は、0.50ｍ間隔。
「沖縄県道路緑化基本マニュアル
 低木の寄植えは、「沖縄県道路緑化基本マニュアル」に準じて、0.5ｍ間隔とする。

4.5 5.0 5.0 4.5 4.5
9.0

サルスベリ 傘状形 0.9 3.5 2.0 3.2 3.0 5.0 4.5
7.8 4.7 4.7 5.0 15.0 9.0

ネズミモチ 球形 0.8 0.8 0.5 10.0 8.0 8.0
シマトネリコ 卵円形 0.6 3.5 1.5 2.1 2.0

0.6 0.5 3.0 2.4 2.4 2.5

5.9 6.0 10.0 8.0
5.2 5.5 10.0 8.0 8.0リュウキュウコクタン 球形 0.8 3.0 1.0 2.4 2.5 6.5 5.2

リュウキュウマツ 傘状形 0.9 4.0 1.5 15.0 13.5 13.5
サンゴジュ 球形 0.8 3.0 1.0 2.4 2.5

3.6 3.5 8.2 7.4 7.4 7.5
8.07.4 5.9

8.2 8.5 10.0 10.0
6.6 7.0 15.0 12.0 12.0ソウジシュ 球形 0.8 4.0 2.0 3.2 3.0 8.2 6.6

ホルトノキ 卵円形 0.6 4.0 1.2 15.0 9.0 9.0
ガジュマル 傘状形 1.0 4.0 3.0 4.0 4.0

2.4 2.5 8.2 4.9 4.9 5.0
10.08.2 8.2

樹種名
成⻑度

樹形

6.2 6.5 15.0 12.0 12.0
ｆ＝Ｗ/Ｈ Ｈ Ｗ Ｌ（ｆ×Ｈ） Ｈ Ｗ

アカギ 傘状形 0.8 3.5 1.5 2.8 3.0 7.8 6.2
Ｌ Ｈ Ｗ

最大樹高目標
樹高・枝張り比 樹高 枝張 植栽間隔 樹高 枝張 植栽間隔 樹高 枝張

望ましい 植付時 完成目標10年
植栽間隔

Ｌ
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■ 植栽の配置計画
各エリアの植栽の配置計画内容は、次項参照。

外構工事（別途工事）範囲
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■ 各エリアの植栽の配置計画内容
エントランスアプローチ 管理駐車場

・ 入口建物沿いには、外部空間と施設内部空間とのつながりや動線の連続性を意識し、 ・ イベント広場と管理用駐車場の間は、車のライトの遮へい用の壁を設け、空間の仕切り
道路沿い配置計画の植栽「ホルトノキ」や「ブッソウゲ」連続させて配置した。 として中木・低木の2相植栽とし、適度な遮へい効果を高める配置とした。

・ 入口には、光沢のある鮮やかな緑の葉をもち、独特な樹形ををもつ、沖縄でシンボ ・ 植栽は、背後にある勝連城跡とふもとの緑との一体化を創出するため、緑系を中心とし
ル的な高木イメージをもつ、「ガジュマル」を配置した。 また単調とならないように4種類の中木・低木を配置しながら、ポイント的に鮮やかな

・ 通路中央部にあるアイストップ効果のある植栽帯には、植栽密度を高め見ごたえの 葉色を配置しアクセントをつけた。
ある空間とした。植栽テーマとしては、緑の葉色を楽しめる空間とし、低木を中心
に葉色を楽しめる植栽を配置した。（※駐車場入口広場の花空間とは対象的にした。）

・ 植栽空間には、メリハリをつけ、植栽を見せる所には、植栽密度を高め、その他は、
芝生を配置し開放的な空間とした。

駐車場入口広場
・ 駐車場入り口中央植栽帯の注目されやすいアイストップ効果がある所には、植栽

密度を高め見応えのある空間とした。植栽テーマとしては、エントランスアプローチ 【イベント広場からの視点】「オキナワツゲ」 「ネズミモチ」 「クサトベラ」 「クロトン」
とは対照的に、葉色ではなく、花を見せる空間とした。

・ 多種の植栽を配置することで、年間を通じて、花を楽しめる空間とした。 右側中庭
・ 円形の回廊に囲まれた空間であり文化観光施設とから入口広場エリアに繋がる中庭である。

展示棟前広場（左側中庭） ・ 中庭を通して、文化観光施設から入口広場エリアの奥を遮蔽するのではなく、目線を
・ 高木は、中庭中央に寄せながらも、背景にある建物への視通を遮へいしないように 少し隠しながらも、奥が見える植栽とした。

密にせず、適度な間隔や奥行きをもたせ、広く感じる空間とした。
飲食広場

・ 花が⻩金色で、景観性があり、樹冠が散開して快適な緑陰を提供できる「ソウシジュ」を
中心に配置した。

・ 飲食広場の右側空間は、「サルスベリ」の配置計画があることから自然な植栽移行を考慮
し「ソウシジュ」と「サルスベリ」の混合配置とした。

建物間中庭
・ 建物屋根の間に緑量をもたせることで勝連城跡からの眺めに対し、建物が分棟するように

「アカギ」 見え建物を大きく感じさせないなど眺望景観に配慮した。

イベント広場 全般
・ 飲食スペースからの勝連城跡への眺望を妨げないように配慮しつつ、芝生広場を ・ 園路沿いは広場や芝生地への自由な出入りを促す為、低木等の生垣は最小限にとどめた。

広く使えるように配置し、涼しい空間が提供できるよう良好な緑陰を形成できる
植栽とした。 検討事項

「勝連城跡」 ②は来場者からの初見となる重要な広場であり
③は回廊及び歴史文化施設の展示棟に囲まれた
空間である。よって歴史的背景を踏まえた植栽
テーマの作成展示棟および回廊からの見せ方の
検討を行い植栽設計を行う必要がある。

(1)

(2)

(3)

(4)

(10)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

開放的で明るい空間

展示棟
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2 排水の計画

■ 基準図書 ■ 流出係数
都市公園技術標準解説書（平成28年度版） 都市公園技術標準解説書（平成28年度版）における流出係数は、昭和62の「日本道路協会」
道路土工要綱（平成21年度版） の道路土工-排水工指針の数値を参考しているが、本設計では協会の道路土工要綱において、

最新版の平成21年度の数値を採用するものとする。
■ 雨水流出量の算定 ａ.舗装 0.83 ｂ.芝生 0.20 ｃ.屋根 0.85 ｄ.コンクリート舗装 1.00

雨水流出量の算定には、合理式を用いる。
Ｑ＝1/3.6×10^6 ×ｃ×ｉ×Ａ・・・合理式 ■ 排水施設の排水量の算定
ここに、 Ｑ ： 雨水流出量（ｍ3/ｓｅｃ） 排水施設の排水量は下記の式によって求める。

ｃ ： 降雨強度（mm/ｈ） Ｑ＝Ａ×Ｖ
ｉ ： 流出係数 ここに、 Ｑ ： 排水量（ｍ3/ｓｅｃ）
Ａ ： 排水面積（ｍ2） Ａ ： 流水部分の断面積（ｍ2）

Ｖ ： 平均流速（ｍ/ｓｅｃ）・・・マニング公式により求める。
■ 降雨強度

(1)降雨確率年の決定 ■ 流域図
参表 2-1 道路区分による選定基準（参考） 「道路土工要綱 P.111」

道路の 流出係数別に区分し、流域図を作成する。
計画 種別
交通量（台/日）

注）う回路のない道路については、その道路の重要性等を考慮して、区分を1ランク
あげてもよい。

参表 2-2 排水施設別採用降雨確率年の標準（参考） 「道路土工要綱 P.112」

注） （イ）は路面や小規模なのり面等、一般の道路排水施設に適用する。
（ロ）は⻑大な自然斜面から流出する水を排除する道路横断排水工、平坦な都市
部で内水排除が重要な場所の道路横断排水工等、重要な排水施設に適用する。
（ハ）道路管理上、構造上重要性の高い沢部の盛土等の道路横断排水工について
は、30年程度とするのがよい。
本設計では、道路側溝・・・3年 埋設側溝・・・5年とする。

(2)降雨強度の算定
降雨強度は、特性係数法により求める。
Ｉｎ＝Ｒｎ×βｎ＝Ｒｎ×ａʼ/（ｔ+ｂ）
ここに、 Ｉｎ ： ｎ年確率の降雨強度（mm/ｈ）

Ｒｎ ： ｎ年確率60分降雨強度（mm/ｈ）
βｎ ： ｎ年確率特性係数

： 降雨継続時間（ｍｉｎ）
ａ',ｂ ： 定数

ｔ

分 類 排水能力の高さ 降雨確率年
（イ） （ロ）

Ａ 高    い
3  年

10年以上（ハ）
Ｂ 一 般 的 7  年
Ｃ 低    い 5  年

Ｃ
4,000〜500 Ａ , Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ , Ｃ

自動車専用道路

500未満 − − Ｃ

10,000以上 Ａ Ａ Ａ Ａ
10,000〜4,000 Ａ Ａ , Ｂ Ａ , Ｂ Ａ , Ｂ

高速自動車国道
及び 一般国道 都道府県道 市町村道
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■ 排水系統図及び排水計算

流末排水系統は、異常降雨時における雨水量の浸水防止するため、3系統に分けて、分散型とした。
屋根からの縦樋排水は、小型集水桝で集水し、塩ビ管により、近傍の排水系統へ接続した。敷地面は、敷地勾配に応じて、側溝または集水桝で集水し、近傍の排水系統へ接続した。
異常降雨時における展示棟及び事務・収蔵庫への浸水対策として、別途、Ａ及びＢのバイパス排水管を設け、計画高最低部のＡ地点の帯水を防止する対策を講じた。
排水計算は、縦樋からの集水排水管（塩ビ管）及び側溝、埋設側溝において、集水分岐点毎に排水計算を行い、雨水排水量に対する雨水処理能力を確認した。
代表的な排水計算結果（番号①〜⑨）を下記及び右の表欄に示す。（数値の単位は、ｍ/sec） 
流末排水路の断面は、計算の結果、3系統すべて管渠型側溝（300×300）となった。

凡例

＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜
＜

数値の単位は、ｍ/sec

地表排水路

屋上排水路

バイパス管

排水計算結果
番号 雨水量Ｑ 排水能力Ｑ
① 0.050 0.063
② 0.022 0.082
③ 0.079 0.089
④ 0.058 0.063
⑤ 0.024 0.155
⑥ 0.076 0.109

⑨ 0.007 0.019

⑦ 0.014 0.082
⑧ 0.016 0.063
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■ 検討事項：地下水
(4)概略調査

現場踏査において、図①に丸囲い（緑色）に地面のぬかるみ等（湿地状態）が確認  ももと池水位高及び湿地帯の地下水位の現場測定を行った。
された為、概略調査及びヒヤリング、情報収集を行った。 調査孔④のみ池水位より0.15ｍ高い39.15ｍが観測されたが、その他は地形下流側に
(1)所見 沿っていくに従い、水位が下がり、池水位より低い値となった。

 表面は、乾燥状態ではなく、ゆかるみのある湿地状態であったが湧き水は確認 地形に沿って地下水が流れていることが想定されるが、実施設計では周辺のボーリング
されなかった、下流側へ行くと、溝部に水が滞留している状態が確認されたが 調査資料収集や現地調査を行い、必要な調査及び地下排水工の検討を行う必要がある。
水面を見る限り、水の流れは無いことからももと池からの溜水状態であると
推測された。

(2)ももと池の周辺状況の情報（聞き取り調査） 図②
 本業務北側には、ももと池があるが、池から池外部への排水施設は無い状態で
あり、常に滞水状態である。豪雨時には、池外部の県道側への地表面越流が生じ
ている。（勝連城跡周辺整備事業排水路実施設計業務による情報提供）
その他、本業務範囲のビニールハウスの土地所有者及び経営者（識名さん）に
湧き水状況等のヒヤリングを行った結果、下記の回答が得られた。
・ ビニールハウスの裏手側（ももと池側）の湧き水は、見たことは無いが池側

からの水が入ってくることがある。
・ 土が湿っている感じはあるが、木陰により乾燥しにくいのではないかと思う。
・ 池側に雨水を流す為に定期的に溝を掘っている。

図①

本業務範囲

(3)航空写真情報
 昭和52年の航空写真によると池は形成されていない状態で、現在のビニール
ハウスと電力との間は、平地となっている。現在の盛土は無い。
平成5年には、現在ある盛土が形成されている。
【昭和52年】  【平成5年】

孔③：38.94
孔④：39.15

県道10号線へ越流

（水位調査）
池：39.00

溜水：38.79
孔①：38.64
孔②：38.73

所有者：
豪雨時には、池側
から水が入ってく
る。
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Ⅶ 概算工事算・概略工程表
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【Ａ．直接工事】 【Ａ．直接工事】 【Ａ．直接工事】

①観光ﾀｰﾐﾅﾙ棟 ① 展 示 棟 ① 飲 食 棟
[内訳] 建築工事 [内訳] 建築工事 [内訳] 建築工事

電気工事 電気工事 電気工事
機械工事 機械工事 機械工事

② 事 務 棟 ② 物 販 棟
[内訳] 建築工事 [内訳] 建築工事

電気工事 電気工事
機械工事 機械工事

③ 回  廊 ③ 回  廊
[内訳] 建築工事 [内訳] 建築工事

電気工事 電気工事

④ 外  構 ④ 外  構
[内訳] 外構工事 [内訳] 外構工事

電気工事 電気工事
機械工事 機械工事

直接工事 計 直接工事 計 直接工事 計

【Ｂ．共 通 費】 【Ｂ．共 通 費】 【Ｂ．共 通 費】

【Ｃ．工事価格】 【Ｃ．工事価格】 【Ｃ．工事価格】

消費税（8％） 消費税（8％） 消費税（8％）

【Ｄ．工 事 費】 【Ｄ．工 事 費】 【Ｄ．工 事 費】

 ■ 概算工事費 ■ 概略工程表

物

産

・

観

光

施

設

３

期

工

事

No 区域 実施区分
年次計画（年度）

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33

基本設計

実施設計

物件補償

用地取得

工  事

基本計画

基本構想

工  事

実施設計

工  事

基本構想

基本計画

１

期

工

事

観

光

タ

ー
ミ

ナ

ル

基本設計

用地取得

２

期

工

事

歴

史

・

文

化

施

設

実施設計

物件補償

基本設計

基本構想

基本計画

63,600,000

45,964,000

1,406,107,080

1,011,319,200 326,655,000

566,400,000
64,181,600
65,779,000

43,336,000
5,121,000
2,792,000

155,700,000
28,503,600
31,692,000

45,700,000
2,114,000

290,631,800

1,301,951,000

104,156,080

503,737,920

37,313,920

466,424,000

139,769,000

２ 期 工 事 ３ 期 工 事１ 期 工 事

55,300,000
5,830,200

11,795,000

4,425,000
1,118,000

9,362,800
9,174,000

72,925,200

44,500,000
3,149,000

107,200,000
12,537,200
25,625,000

145,362,200696,360,600

215,895,600

47,814,000

51,249,000

82,136,800

47,649,000

51,507,000

72,925,200

【Ｅ．総 工 事 費】  （1期＋2期＋3期） 2,022,928,560

113,083,560

31,781,800

104,707,000

8,376,560
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Ⅷ 透視図
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■ アングル① 来客駐車場より正面広場・観光ターミナル棟・展示棟そして背後の勝連城跡を望む
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■ アングル② 来客駐車場入口より展示棟とエントランスアプローチを望む
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■ アングル③ 勝連城跡入口広場より物販棟・飲食棟・イベントスペースを望む
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■ アングル④ 回廊でつながる展示棟・飲食棟・物販棟に囲まれたイベントスペースを望む
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■ アングル➄ 展示棟内部 ホールより展示室と中庭を望む

久友設計㈱・㈱池根設計・㈱うるま設備設計　共同企業体  81



勝連城跡周辺文化観光施設基本設計業務

■ アングル⑥ 飲食棟 多目的スペース、勝連城を望む
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